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●応援します！ 雇用機会の拡大 ●あそびと学びのススメ！！
●家庭・学校・地域で子どもたちを支えよう！●知ってください 国保のこと
●介護予防でいきいきはつらつ ●企業立地に対する優遇措置



市
の
財
政
は
３
本
柱

　

市
の
予
算
は
、「
一
般
会
計
」「
特
別

会
計
」「
企
業
会
計
」
の
３
つ
の
会
計

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
は
、
市
が
行
う
仕
事
の

中
心
と
な
る
部
分
の
会
計
で
す
。
道
路

を
造
っ
た
り
、
ご
み
を
収
集
し
た
り
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
と
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
て
、
税
金

な
ど
が
主
な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
収
入
（
保

険
税
や
使
用
料
な
ど
）
で
、
そ
の
仕
事

の
支
出
を
賄
う
事
業
で
す
。
介
護
保
険

事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
が
こ

れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
と
は
、
収
益
（
使
用
料
）

が
あ
り
、
そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独

立
採
算
性
の
会
計
で
す
。
水
道
事
業
が

こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

歳
入
用
語
解
説

■
地
方
交
付
税

　

国
税
の
う
ち
所
得
税
・
法
人
税
・
酒

　

税
・
消
費
税
お
よ
び
た
ば
こ
税
の
一

　

定
割
合
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が

　

地
方
へ
再
配
分
す
る
税

■
市
税

　

個
人
・
法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

　

軽
自
動
車
税
な
ど

■
国
・
県
支
出
金

　

特
定
し
た
目
的
事
業
の
財
源
と
な
る

　

国
と
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

■
市
債

　

建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の

　

財
源
と
な
る
長
期
借
入
金

■
繰
入
金

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
基
金
な
ど

　

の
会
計
間
の
資
金
の
や
り
と
り

平
成
２０
年
度　

市
の
財
政
状
況

〔
平
成
21
年
６
月
１
日
公
表
〕

一般会計　歳入予算総額　720億2,156万円
市が自主的に収入できる財源である自主財源は、38.5％、
残りは地方交付税や国・県支出金、市債などの依存財源と
呼ばれる財源です。（％は歳入総額に占める割合です）

会計名 予算額 市債残高

一般会計 720 億 2,156 万円 823 億 4,832 万円

特
別
会
計

食肉センター 2 億 6,414 万円 10 億 6,818 万円

下水道事業 49 億 6,706 万円 246 億 2,339 万円

国民健康保険 212 億 3,850 万円 −

後期高齢者医療 16 億 5,804 万円 −

公設地方卸売
市場事業 1 億 3,144 万円 1 億 5,824 万円

老人保健 21 億 267 万円 −

農業集落
下水道事業 5 億 8,653 万円 55 億 220 万円

整備墓地 3,790 万円 3 億 4,996 万円

都市開発資金 1 億 1,608 万円 4,783 万円

介護保険 122 億 1,274 万円 −

御池簡易水道事業 3,005 万円 −

簡易水道事業 2 億 5,486 万円 6 億 6,749 万円

電気事業 3,001 万円 −

山之口総合交流
活性化センター 1 億 9,377 万円 3 億 1,010 万円

高城健康増進セン
ター等管理事業 3 億 2,526 万円 4 億 9,081 万円

■一般会計及び特別会計の状況

※市債残高は平成 20 年度末の決算見込

市税
184億1,784万円

25.6％

繰入金
26億8,336万円

3.7％

その他（諸収入など）
66億3,104万円

9.2％

自主財源
277億3,224万円

38.5％

地方交付税
197億3,164万円

27.4％

国庫支出金
103億909万円

14.3％

市債
54億8,900万円

7.6％
県支出金

52億9,330万円
7.4％

その他
（地方消費税交付金など）

34億6,629万円
4.8％

依存財源
442億8,932万円

61.5％

歳 入
720億2,156万円

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、

財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
２
回
、
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日
時
点
の
収
入
と
支
出
の
予
算
額
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
つ
い
て　

財
政
課　

☎
23-

２
１
１
３

　
　
　
　
　
　

水
道
事
業
に
つ
い
て　
　
　

水
道
局
業
務
課　

☎
23-

４
５
１
０
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歳
出
用
語
解
説

■
民
生
費

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
な
ど
の

　

福
祉
全
般
の
事
業
経
費

■
総
務
費

　

選
挙
、
戸
籍
、
徴
税
、
市
庁
舎
管
理

　

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　

市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

■
土
木
費

　

道
路
、
公
園
整
備
、
住
宅
管
理
な
ど

　

の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
や
文
化
財
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　

農
業
・
林
業
・
水
産
業
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

清
掃
、
保
健
衛
生
な
ど
の
経
費

　

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
は
、
必

要
な
事
業
に
充
て
た
り
、
建
設
し

た
後
の
世
代
の
人
に
も
公
平
に
負

担
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
た
め
に
、

借
り
入
れ
た
お
金
の
こ
と
で
す

　

市
の
市
債
残
高
は
、
平
成
17
年

度
の
１
、３
２
１
億
円
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
き
て
お
り
、
平
成
20
年

度
末
で
の
残
高
は
１
、２
５
１
億
円

と
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

■企業会計（水道事業）の状況
給水戸数：62,938 戸（前年比 782 戸増）
給水人口：154,340 人（前年比 963 人減）
普 及 率：89.27％（前年比 0.06％増）
配 水 量：1,922 万 6,561㎥

　　　　（前年比 43 万 4,255㎥減）

給水収益は下がったものの、人員削減
を行い職員給与費を下げたほか、企業
債を繰り上げて返すことにより支払利
息を下げるなど積極的な経営改革を行
い、収支で２億 6,560 万円の純利益と
なり、健全な経営状態となっています。

一般会計　歳出予算総額　720億2,156万円
高齢化の進展に伴い、高齢者や児童などの福祉に使う民生
費が増加し、全体の３割を超えています。今後もこの傾向
が続くと予想されます。（％は歳出総額に占める割合です）

月額30万円の家計とすると

収益的収支（給
水 収 益 や サ ー
ビ ス 提 供 に 要
する経費など）

収　入 24億 232万円

支　出 21億3,672万円

純利益 2億6,560万円

資本的収支（水
道施設の建設、
水道管の入れ替
えなどの経費）

収　入 18億9,556万円

支　出 30億6,022万円

企業債残高 95億8,707万円

収　入

歳 出
720億2,156万円

民生費
219億6,188万円

30.5％

総務費
132億426万円

18.3％公債費
101億176万円

14.0％

土木費
61億670万円

8.5％

教育費
58億6.498万円

8.2％

農林水産業費
52億5,241万円

7.3％

衛生費
44億2,366万円

6.1％

その他（商工費など）
51億591万円

7.1％

　　　　　項　　目　　　　　　　　　金　　額　　　　割　合

給料（地方税など）
子どもからの仕送り（地方交付税）
その他の収入（使用料・手数料など）
親戚などからの援助（国・県支出金）
預貯金の取り崩し（繰入金など）
新たな借入金（市債）

91,156 円
82,191 円
23,044 円
64,991 円
15,754 円
22,864 円

30.4％
27.4％
7.7％

21.7％
5.2％
7.6％

支　出
　　　　　項　　目　　　　　　　　　金　　額　　　　割　合

食費（人件費）
保険料や医療費（扶助費）
ローン返済（公債費）
その他の生活費（維持補修費など）
預貯金へ（積立金）
家屋の増改築（投資的経費）

53,847 円
52,750 円
42,078 円
98,303 円
12,886 円
40,136 円

17.9％
17.6％
14.0％
32.8％
4.3％

13.4％

都城市の家計簿

財政の
ワンポイント
　
　
　
「
市
債
残
高
」

� Miyakonojo City Public Relations 2009.7



雇
用
機
会
の
拡
大
へ
の
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
雇
用
不
安
を
少
し
で
も
解

消
し
、
三
股
町
を
含
む
都
城
地
域
の
雇

用
機
会
の
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
行

政
や
農
業
団
体
、
工
業
団
体
、
商
業
団

体
、
観
光
協
会
、
学
識
経
験
者
ら
に
よ

る
都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
を
設
立

し
、
雇
用
回
復
へ
の
対
策
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。　

　

協
議
会
で
は
、
日
本
一
の
肉
の
ま
ち

や
観
光
、
歴
史
と
い
っ
た
豊
か
な
地

域
資
源
を
生
か
し
た
都
城
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
雇
用
対
策
を
検
討
し
、
多
岐
に

わ
た
る
事
業
を
厚
生
労
働
省
に
提
案
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
の
５

月
に
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
（
パ
ッ

ケ
ー
ジ
事
業
）
や
関
連
事
業
で
あ
る
雇

用
創
造
先
導
的
創
業
等
奨
励
金
の
採
択

を
受
け
、
今
後
３
年
間
に
わ
た
り
、
具

体
的
な
雇
用
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

都
城
市
の
雇
用
状
況

　

１
０
０
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
世

界
的
な
景
気
の
悪
化
に
伴
い
、
全
国

平
均
の
有
効
求
人
倍
率
は
下
が
り
続
け

て
い
ま
す
。
県
内
７
つ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
別
有
効
求
人
倍
率
を
み
る
と
、
都

城
地
域
の
４
月
の
有
効
求
人
倍
率
は

０
・
４
６
倍
と
最
も
高
い
倍
率
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
前
年
同
月
と
比
較
す
る

と
０
・
１
４
ポ
イ
ン
ト
下
が
る
な
ど
、

就
労
し
た
い
人
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し

い
雇
用
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

　

農
業
や
商
業
、
工
業
、
観
光
、
福
祉

に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
※

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

も
と
に
、
人
材
の
育
成
を
は
じ
め
、
雇

用
拡
大
に
必
要
な
産
業
力
の
強
化
、
就

職
支
援
の
３
つ
の
面
か
ら
、
地
域
雇
用

創
造
推
進
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
雇
用
拡
大
の
観
点
か

ら
、
次
世
代
新
規
就
農
や
企
業
経
営
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
な
ど
へ
の

新
た
な
事
業
を
開
拓
す
る
起
業
家
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
農
林
畜
産
業
や
商

業
、
工
業
、
福
祉
な
ど
の
分
野
で
人
材

育
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
促
進

の
観
点
か
ら
、
就
職
支
援
や
広
報
・
情

報
の
提
供
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
で
行
う
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
に
つ

い
て
広
報
紙
な
ど
で
随
時
募
集
を
行
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

※アンチエイジングとは？

　アンチエイジングとは、人において
は「老けない・いつまでも若々しい」
という意味です。地域雇用創造推進事
業ではアンチエイジングの対象を、人
だけでなくまちそのものと位置付け、
人とまちが共生する生き生きとした活
力のあるまちをつくり出し、雇用機会
の拡大を図ります。

世
界
的
な
景
気
の
後
退
は
本
市
に
も
影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
今
年
５
月
、
都
城
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
対
策
事
業
を
国
が
採
択
。

行
政
や
農
業
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
が
主
体
と
な

り
、
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
や
雇
用
創
造
先
導
的
創

業
等
奨
励
金
な
ど
の
雇
用
対
策
に
取
り
組
み
、
就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課　

☎
23-

２
７
５
３

応
援
し
ま
す
！      

雇
用
機
会
の
拡
大 

�2009.7



⑴
盆
地
の
起
業
家
育
成
事
業

　

空
き
店
舗
や
空
き
工
場
を
活
用
し
た

農
業
関
連
分
野
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分

野
で
の
開
業
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
や
財
務
計

画
、
組
織
戦
略
、
分
野
ご
と
の
起
業
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
作
成
な
ど
、
実
践
を
通
し
て
よ
り
高

い
技
術
を
持
っ
た
起
業
家
を
育
成
し
ま

す⑵
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
事
業

　

農
畜
産
物
に
関
す
る
地
産
地
消
・
新

商
品
開
発･

販
売
戦
略
の
手
法
な
ど
の

専
門
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

関
連
企
業
な
ど
へ
の
就
職
が
可
能
な
人

材
を
育
成
し
ま
す

⑶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
従
事
者

　

育
成
事
業

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
、
文
化
、
観

光
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
の
課
題

を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
と
ら
え
、

創
業
と
管
理
運
営
お
よ
び
就
職
に
必
要

な
技
術
を
身
に
付
け
、
地
域
づ
く
り
を

通
し
て
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す

⑷
観
光
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
事
業

　

良
好
な
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る

た
め
、
観
光
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
養
成
し

ま
す
。
観
光
ニ
ー
ズ
の
分
析
、
成
功
と

失
敗
の
事
例
研
究
、
体
験
型
観
光
、
接

客
技
術
な
ど
を
学
び
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を

呼
び
込
む
た
め
に
観
光
づ
く
り
の
で
き

る
人
材
を
養
成
し
ま
す

⑸
商
工
業
等
技
術
者
育
成
事
業

　

接
遇
や
基
本
的
マ
ナ
ー
は
も
と
よ

り
、
製
図
と
設
計
機
械
の
基
礎
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
基
礎
、
設
計
技
術
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
講
座
に
よ
り
技
術
者
育
成
を
図
り

ま
す

⑹
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
事
業

　

レ
ス
ト
ラ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
経
営
と
組
織
戦
略
、
メ

ニ
ュ
ー
開
発
、販
売
促
進
の
手
法
な
ど
、

食
に
関
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
必

要
な
技
術
を
習
得
し
、
即
戦
力
あ
る
い

は
起
業
家
と
な
る
人
材
を
育
成
し
ま
す

⑴
次
世
代
新
規
就
農
者
へ
の

　

誘い
ざ
な

い
セ
ミ
ナ
ー

　

農
業
経
営
に
必
要
な
実
践
的
な
情
報

や
知
識
を
身
に
付
け
、
法
人
化
や
大
規

模
経
営
に
対
応

で
き
る
能
力
を

持
つ
都
城
地
域

の
農
業
振
興
を

け
ん
引
す
る
リ

ー
ダ
ー
的
人
材

を
育
成
し
ま
す

⑵
企
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

経
営
力
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
、

企
業
内
で
ト
ッ
プ
や
そ
の
補
佐
役
と
な

り
得
る
中
核
的
人
材
を
育
成
し
ま
す

⑶
健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

育
成
事
業

　

市
民
に
健
康
づ
く
り
を
ア
ド
バ
イ
ス

で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
地
域
の

温
泉
施
設
、
森
林
資
源
、
食
資
源
を
生

か
し
、
食
事
や
運
動
、
温
泉
活
用
な
ど

の
視
点
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

⑴
就
職
支
援
事
業

　

求
職
者
な
ど
を
対
象
に
、
地
場
企
業

と
立
地
企
業
が
参
加
す
る
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

⑵
広
報
・
情
報
提
供
事
業

　

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
事
業
の
紹
介
や
参
加
者
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
空
き
店
舗
デ
ー
タ
や
企
業

お
よ
び
求
職
者
情
報
を
提
供
し
、
起
業

家
、
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す

人
材
育
成
（
求
職
者
向
け
情
報
）

雇
用
拡
大
（
企
業
向
け
情
報
）

就
職
促
進

（
企
業
・
求
職
者
向
け
情
報
）

都城地域雇用創出事業
アンチエイジングセミナー

事業目的や内容を周知するためのセミ
ナーを開催します。
●日時　７月 31 日㈮
　　　　13 時 30 分〜 16 時
●場所　ウエルネス交流プラザ
●内容　前全日本女子バレーボール　
　　　　監督の柳本晶一さんの講演、
　　　　パネルディスカッション
●対象　一般求職者、企業関係者など

雇
用
創
造
先
導
的
創
業
等
奨
励
金

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
密
着
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
支
援
計
画

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
の
一
環
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
新
規
創
業
を
支
援

し
ま
す
。

　

公
募
に
よ
る
審
査
で
決
定
し
た
支
給

対
象
者
は
、
創
業
で
き
る
高
い
技
術
を

持
つ
た
め
に
、
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
に

お
い
て
、
経
営
能
力
や
創
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
の
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
た
人
の
中
か
ら
、
仕
事

に
必
要
と
さ
れ
る
技
術
を
身
に
付
け
た

人
材
を
、
設
立
の
た
め
に
必
要
な
労
働

力
と
し
て
雇
用
す
る
の
が
条
件
で
す
。

　

募
集
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今

後
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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遊
び
と
学
び
の
ス
ス
メ

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
待
ち
に
待
っ
た
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

「
ど
こ
に
遊
び
に
行
こ
う
か
」「
何
を
し
て
遊
ぼ
う
か
」「
お
も
し
ろ
い
自
由
研
究
を
し
て
み
た
い
」

と
み
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
思
う
存
分
遊
べ
て
、
た
っ
ぷ
り

学
べ
る
市
内
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

●
各
施
設
の
設
備
や
料
金
、
利
用
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
を
楽
し
ま
な
き
ゃ
！

～
君
も
ガ
リ
レ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

星
降
る
ま
ち
で
天
体
観
測
！

親
子
天
体
望
遠
鏡
工
作
教
室
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

８
月
２
日
㈰　

15
時
～
21
時

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
定
員　

20
組　

※
先
着
順

●
参
加
料　

天
体
望
遠
鏡
材
料
代
（
保
険
料
込
み
）

　
　
　
　
　

倍
率
15
倍　

１
、７
０
０
円

　
　
　
　
　

倍
率
35
倍　

３
、２
０
０
円

親
子
天
体
観
察
教
室
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

８
月
23
日
㈰　

15
時
～
21
時

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
定
員　

20
組　

※
先
着
順

●
参
加
料　

教
材
費
１
組
５
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

流
れ
星
に
願
い
を

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
楽
し
む
会
（
参
加
自
由
）

●
日
時　

８
月
12
日
㈬　

22
時
～

お
帰
り
な
さ
い

ふ
る
さ
と
の
星
空
を
楽
し
む
会
（
参
加
自
由
）

●
日
時　

８
月
13
日
㈭
～
16
日
㈰　

19
時
～
22
時

伝
統
的
七
夕
の
夕
べ
（
参
加
自
由
）

●
日
時　

８
月
26
日
㈬　

19
時
～
22
時

※
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
別
途
入
館
料
が
必
要
。

　

中
学
生
以
上
３
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

た
ち
ば
な
天
文
台　

☎
62-

２
２
１
１

！！

青井岳キャンプ場
　横を流れる境川では、水遊びがたっ
ぷり楽しめます。また、「とろみの湯

（美人の湯）」の温泉がある青井岳荘
には徒歩で行くこともできます。
●問い合わせ　☎ 57−4774

山之口

観音池公園キャンプ場と
子ども村流水プール
　公園内には、ゴーカートやスライ
ダーなど、子どもから大人まで楽しめ
る遊具施設が盛りだくさん。「観音さ
くらの里」の温泉が、遊び疲れた体を
癒してくれます。
●問い合わせ　☎ 58−6139

高 城

夏休み特集

たちばな北斗ハウス（ログハウス）
　パークゴルフや「ラスパたかざき」
の温泉で楽しい時間を過ごした後は、

「日本一星空の美しいまち」に何度も
選ばれた満天の星空の下で、ゆっくり
と流れる時間を過ごせます。
●問い合わせ　☎ 62−5077

関之尾緑の村キャンプ場と緑の村プール
　「日本の滝 100 選」に選ば れ た 関
之尾滝のマイナスイオンをたっぷり
浴びた後は、森林浴やテニス、バーベ
キューなどが楽しめます。
●問い合わせ　☎ 37−2929
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自
由
研
究
に
も
っ
て
こ
い
！

緑
の
講
習
会　

子
ど
も
植
物
観
察
会
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時
（
時
間
は
、
両
日
と
も
９
時
～
12
時
）

　

１
回
目　

採
集
と
標
本
づ
く
り　

７
月
26
日
㈰　

　

２
回
目　

押
し
葉
標
本
の
名
前
調
べ　

８
月
23
日
㈰

※
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の
参
加
は
不
可

●
場
所　

早
水
公
園　

緑
の
相
談
所

●
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

７
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
道
路
公
園
課

　

☎
23-

２
６
１
３

夏
休
み　

匠
の
技
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

７
月
26
日
㈰　

13
時
～
17
時

●
場
所　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校
（
年
見
町
）

●
対
象　

小
学
４
～
６
年
生
お
よ
び
中
学
生
と
そ
の

　

保
護
者

●
定
員　

各
メ
ニ
ュ
ー
10
組
ま
で

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
参
加
料　

無
料

●
工
作
メ
ニ
ュ
ー　

は
ん
こ
、
銅
板
工
芸
、
ミ
ニ
造

　

園
、
本
立
て
、
工
芸
畳
、
お
ひ
な
さ
ま
の
ぬ
い

　

ぐ
る
み
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ガ
ー
デ

　

ニ
ン
グ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
使
用
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校　

☎
23-

２
３
１
６

リサイクルプラザさいせい館の
体験工房へ行こう！

夏休み！作ろうエコ作品（要申し込み）
●日時　７月26日㈰
　　　　８月８日㈯  、22日㈯
　　　　 ９：30～12：00
             13：00～16：30　計６回
●対象・定員　小学生（保護者同伴）
　　　　　　 各 10 組　※先着順
●内容　紙パック、空き瓶、ペット
ボトルなどの資源ごみを使った作品
づくり
●休館日　毎週火曜日、第３日曜日
●その他　夏休み期間中は、休館日
を除きさまざまな作品づくりが体験
できます。また、ごみ・リサイクル
に関する見学会も行いますので、詳
しくはお問い合わせください
●申し込み・問い合わせ
　リサイクルプラザさいせい館
　☎ 36−3900

山 田

高 崎

山之口

高 城

山田かかしの里流れるプールと
幼児用ジャブジャブ池
　大きなかかし「大地くん」が目
印の一堂ケ丘公園では、プール以
外にもパークゴルフなどが楽しめ
ます。
●問い合わせ　☎ 64−3455
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今
後
の
教
育
の
方
針

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
平
成
19
年
に

学
力
向
上
等
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め
の
全

体
構
造
図
を
作
成
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
事
項

を
ま
と
め
、
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
家
庭
で
の
生
活
を
充
実
す

る
た
め
に
、
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯

な
ど
の
規
則
正
し
い
生
活
を
過
ご
し
て

家
族
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
を
持
っ
た

り
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
機
会
を
増
や

す
た
め
に
、
環
境
美
化
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
自
然
体
験
活
動
に
家
族

と
一
緒
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

学
力
に
大
き
く
影
響
す
る

　
　
　
　
　
　

家
庭
や
地
域
で
の
教
育

　

全
国
の
子
ど
も
の
学
力
や
学
習
状
況

を
把
握
・
分
析
し
て
、
教
育
や
教
育

施
策
の
成
果
や
課
題
を
調
査
す
る
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」。
小
学
６

年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
平
成
19

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
調
査
に
よ
る

と
、
読
書
量
や
生
活
習
慣
、
地
域
で
の

活
動
が
子
ど
も
の
学
力
に
大
き
く
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　

例
え
ば
、
読
解
力
が
必
要
に
な
る
国

語
で
は
、
家
族
と
一
緒
に
朝
食
を
食
べ

る
子
ど
も
や
、
家
庭
や
地
域
の
活
動
な

ど
を
通
し
て
会
話
す
る
機
会
の
多
い
子

ど
も
の
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況

　

子
ど
も
た
ち
の
家
庭
で
の
過
ご
し
方

や
地
域
活
動
も
調
査
項
目
と
な
っ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
学
力
向
上
の
改
善
点
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
県
内
の

読
書
好
き
な
子
ど
も
の
割
合
は
50
・
４

㌫
と
全
国
平
均
と
比
べ
て
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
学
年
が
高
く
な
る
に
つ

れ
て
読
書
量
が
減
っ
て
お
り
言
語
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
習
慣
で
も
起
床
時
間
や
就
寝
時
間

が
全
国
平
均
と
比
べ
て
や
や
遅
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

子どもたちの学力向上を図るためには、学校の取り組みだけではなく家庭
や地域との連携や協力が必要です。本市では学力向上等対策委員会を設置
し、学校・家庭・地域が一体となった取り組みを推進しています。子ども
たちがすくすくと育つ環境を作るために市民の皆さんも一緒に取り組みま
しょう。　　　　　　　　　●問い合わせ　学校教育課　☎ 23 − 9544
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子
ど
も
た
ち
に

　
　
　
　

本
の
面
白
さ
を
伝
え
る

　

高
崎
町
内
の
小
学
校
で
、
読
み
聞

か
せ
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
「
ど

ん
ぐ
り
文
庫
」。
小
学
生
に
耳
と
目

を
使
っ
て
、
本
の
面
白
さ
に
触
れ
て

も
ら
お
う
と
始
め
た
取
り
組
み
で
、

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
後

も
読
み
聞
か
せ
活
動
を
続
け
、
子
ど

も
た
ち
に
本
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

ノ
ー
テ
レ
ビ
運
動

　

山
之
口
地
区
で
は
、
家
族
の
団
ら

ん
を
持
ち
、
楽
し
い
会
話
を
増
や
す

た
め
に
夕
食
時
に
テ
レ
ビ
を
消
す

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
運
動
」
を
展
開
。
こ

の
運
動
を
始
め
る
こ
と
で
、
家
族
と

共
有
す
る
時
間
が
増
え
、
会
話
が
弾

ん
で
き
た
と
好
評
で
す
。
今
後
は
、

地
区
外
に
も
こ
の
運
動
を
広
げ
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

一
度
行
っ
て
み
た
い
学
校
図
書
館
！

　

子
ど
も
新
聞
や
教
科
書
で
紹
介
さ

れ
た
児
童
書
、
絵
本
を
所
蔵
し
て
い

る
高
崎
小
学
校
の
学
校
図
書
館
。
こ

こ
で
は
、
毎
月
、
季
節
や
行
事
か
ら

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
児
童
書
を
紹
介

し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
同
士
で
、
読

ん
だ
本
の
紹
介
を
す
る
読
書
郵
便
な

ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
間
で
多
く
の
読
書
を
し
た
子

ど
も
た
ち
に
グ
ッ
ド
リ
ー
ダ
ー
賞
な

ど
を
設
け
て
表
彰
し
、
読
書
意
欲
を

高
め
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

学
校
や
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
例
を
紹
介
し
ま

す
。 こ

ん
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

季節にあったテーマの本を紹介

一年を通して開催される
読み聞かせの時間

生活習慣
家庭学習の充実

毎月第３日曜日を家庭の日として推進し、
家族で触れ合う時間をつくったり、ボラン
ティア活動に参加したりして家庭や地域で
の生活を充実します

家庭・地域での
生活の充実

知・徳・体の
バランスのとれた子ども

国語力を高めるために、学校の図書館の所
蔵図書を整備したり、読書に興味を持たせ
るために読み聞かせをしたりして、読書に
親しむ環境をつくります

「言語の力」の育成

都城市の子どもをみんなで育てよう
（全体構造図）

早寝・早起き・朝ご飯を徹底し、基本的な
生活習慣を定着させるとともに、家庭学習
の質や量を充実するための取り組みを行い
ます
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国
保
の
納
税
義
務

　

国
保
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
一
人
一
人
が
被
保
険
者
と
な
っ
て

加
入
す
る
制
度
で
、
各
世
帯
の
世
帯
主

が
ま
と
め
て
そ
の
世
帯
の
保
険
税
を
納

め
ま
す
。
世
帯
主
が
ほ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
家
族
に

一
人
で
も
被
保
険
者
が
い
れ
ば
、
納
付

の
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退

　

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
届
け
出
を
し
た
月
で
は
な
く
、
国

保
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
月
（
国
保
の

医
療
費
ア
ッ
プ
で
、
保
険
税
も
ア
ッ
プ

　

国
保
は
各
市
町
村
が
運
営
し
て
い
る

制
度
で
、
保
険
税
は
皆
さ
ん
の
医
療
費

な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
医
療
費
が
増

え
れ
ば
、
国
保
か
ら
病
院
な
ど
に
支
払

わ
れ
る
費
用
も
増
え
、
そ
れ
を
補
う
た

め
に
保
険
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
の
医
療
費
は
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。
し

か
し
、
私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛

け
で
、
医
療
費
の
上
昇
を
押
さ
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、
医
療

費
の
節
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

資
格
を
取
得
し
た
月
）
か
ら
保
険
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
の

届
け
出
が
遅
れ
た
と
き
は
、
加
入
資
格

を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
度
の
途

中
で
国
保
に
加
入
・
脱
退
し
た
と
き
は
、

月
割
り
で
計
算
し
た
分
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す

る
と
き
は
、14
日
以
内
に
保
険
年
金
課
・

各
総
合
支
所
・
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

で
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
脱
退
す
る
こ
と
に
よ
り
納
め
す
ぎ
た

　

保
険
税
が
あ
る
場
合
は
、
返
金
し
ま

　

す

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
健
康
保
険

　

病
気
や
け
が
を
す
る
可
能
性
は
、
誰

に
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
、

支
え
合
う
社
会
的
な
仕
組
み
が
健
康
保

険
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
健
康

保
険
制
度
の
一
つ
で
後
期
高
齢
者
（
長

寿
）医
療
制
度
や
職
場
の
健
康
保
険（
社

会
保
険
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
、

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

私たちの健康を支える
国民健康保険制度

知ってください

国保のこと

●問い合わせ　保険年金課（国保担当）
　　　　　　　電話 23-2642

国
保
に
加
入
す
る
の
は
？

■
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た

　

と
き

■
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
と
き

■
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

■
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

※
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

　

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要

国
保
を
脱
退
す
る
の
は
？

■
ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き

■
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

　

と
き

■
死
亡
し
た
と
き

■
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

　

と
き

私
た
ち
が
で
き
る

医
療
費
節
減
の
ポ
イ
ン
ト

◦
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適
度
な

　

運
動
・
栄
養
・
休
養
を
バ
ラ
ン

　

ス
よ
く
と
り
ま
し
ょ
う

◦
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

　

て
、
病
気
の
早
期
発
見
や
治
療

　

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

◦
休
日
・
時
間
外
診
療
は
緊
急
時

　

な
ど
を
除
き
、
な
る
べ
く
避
け

　

ま
し
ょ
う

◦
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
、
重
複

　

診
療
や
転
医
を
控
え
ま
し
ょ
う
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所 得 資 産

均 等 平 等

最高10万円

所 得 資 産

均 等 平 等

最高12万円

所 得 資 産

均 等 平 等

最高47万円

保
険
税
の
軽
減

　

所
得
税
の
申
告
（
市
県
民
税
の
申
告

を
含
む
）
を
し
、
次
に
該
当
す
る
世
帯

は
、
保
険
税
の
う
ち
、
均
等
割
額
と
平

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
未
申
告
の
場
合
は
軽
減

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
所
得
の
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
主
が
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入

　

し
て
い
る
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
は

　

課
税
の
計
算
に
含
み
ま
せ
ん
が
、
軽

　

減
判
定
の
所
得
に
は
含
ま
れ
ま
す

保
険
証
の
更
新
は
８
月
１
日

　

新
し
い
保
険
証
（
下
段
参
照
）
は
７

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
は

原
則
と
し
て
、
平
成　

年
７
月　

日
ま

で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
保

険
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
有
効
期
限
な
ど
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
旧
保
険
証
は
８

月
１
日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
不
要
と
な
っ
た
保
険
証
は
個
人
情

報
が
読
み
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
細
か
く

裁
断
す
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ

保
険
税
総
額
の
決
め
方

　

そ
の
年
に
予
想
さ
れ
る
医
療
費
の
総

額
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
が
病
院
で
支
払

う
一
部
負
担
金
と
国
な
ど
か
ら
の
補
助

金
を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
保
険
税
の

総
額
で
す
。
こ
れ
を
所
得
な
ど
に
応
じ

て
割
り
振
り
、
公
平
な
負
担
に
な
る
よ

う
に
し
て
、
各
世
帯
の
保
険
税
が
決
め

ら
れ
ま
す
。

　

保
険
税
が
不
足
す
る
と
国
保
の
財
政

が
行
き
詰
ま
り
、
加
入
者
に
大
き
な
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
税
は
必
ず

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
税
の
計
算
方
法

　

一
年
間
の
保
険
税
は
、
医
療
保
険

分
（
医
療
分
）・
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
（
支
援
金
分
）・
介
護
保
険
分
（
介

護
分
）
の
３
つ
を
合
わ
せ
た
額
が
税
の

総
額
で
、こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
割
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
で
計
算
し

合
算
し
た
額
で
す
。（
下
段
参
照
）

　

医
療
分
お
よ
び
支
援
金
分
に
つ
い

て
は
国
保
の
加
入
者
全
員
が
対
象
で

す
が
、
介
護
分
に
つ
い
て
は
、
40
歳
以

上
64
歳
以
下
の
人
に
の
み
課
税
さ
れ
ま

す
。

所得割額 国保の課税所得に所得割税率
をかけて算出

資産割額
固定資産税額
(都市計画税除く)に資産割税
率をかけて算出

均等割額 世帯の加入者人数に均等割額
をかけて算出（軽減あり）

平等割額 世帯の加入者人数に均等割額
をかけて算出（軽減あり）

い
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
人
が
加
入
し
て

い
る
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度

の
保
険
証
に
つ
い
て
も
、
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

有
効
期
限
が
異
な
る
場
合

　

次
の
よ
う
な
人
は
、
通
常
と
異
な
る

有
効
期
限
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
69
歳
の
人

　

→
70
歳
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で

◦
74
歳
の
人

　

→
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

◦
退
職
被
保
険
者
で
64
歳
の
人

　

→
65
歳
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で

　

ま
た
、保
険
税
の
未
納
が
あ
る
人
は
、

有
効
期
限
が
短
い
保
険
証
（
短
期
証
）

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

22

31

33
万
円
＋
（
35
万
円
×
被
保
険

者
数
）

33
万
円
＋
（
24
万
５
千
円
×
世

帯
主
を
除
く
被
保
険
者
数
）

33
万
円

前
年
度
所
得
が
次
の
金
額
以
下

２
割

５
割

７
割

軽
減
割
合

※保険証の色は薄いあずき色です

介護分支援金分医療分

医療分・支援金分・介護分の合計が一年間の保険税額（最高限度額69万円）

※肉用牛にかかる所得は保険税の対象になります。また、保険税には障害者
　控除、寡婦（寡夫）控除などはありません
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い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
に
は
、
衰

弱
や
転
倒
、
骨
折
、
関
節
の
病
気
な
ど
、

生
活
機
能
の
低
下
に
よ
る
も
の
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
早
期

に
取
り
組
め
ば
予
防
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
や
支
援
が
必
要

な
状
態
に
な
っ
て
も
、
介
護
予
防
を
す

る
こ
と
で
、
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
元
気
を
取
り
戻
し
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
る
き
っ
か
け
は

さ
さ
い
な
こ
と

　
「
年
を
と
っ
て
体
を
動
か
す
の
が

お
っ
く
う
に
な
っ
た
」「
歯
の
具
合
が

悪
く
て
食
べ
物
が
思
う
よ
う
に
食
べ
ら

れ
な
い
」「
う
お
の
め
が
痛
く
て
歩
か

ず
に
い
た
ら
次
第
に
歩
け
な
く
な
っ

た
」
な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
が
原
因

で
、
介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
家
に
こ
も
り
が
ち
な
生
活
が
続

け
ば
筋
力
が
衰
え
、
転
倒
し
や
す
く
な

り
、
転
倒
・
骨
折
が
原
因
で
寝
た
き
り

に
な
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
過
ご
す
た

め
に
、
体
の
変
化
の
サ
イ
ン
に
早
く
気

付
き
、
生
活
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

介
護
予
防
で

　
　
　

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

誰もがいつまでも生き生きと、自分らしい生活を送りたいものです。
しかし、高齢になれば病気やけがなど生活機能の低下によって、介護が必要
になることもあります。介護が必要とならないように元気なうちから予防し、
いつまでも生き生きとした生活を送りましょう。

●問い合わせ　介護保険課　☎ 23-3184

い
き
い
き
は
つ
ら
つ

こんな悪循環を介護予防で断ち切る必要があります

ますます筋力が低下
立つこともままなら
ない状態に
（生活機能の低下）

動かないので食欲もわ
かず食事を抜くように
なった（低栄養の状態）

転ぶのが怖くて外出
しなくなった
（閉じこもりの状態）

家の中や外出先で
転んでしまった
（運動機能の低下）

最近、よくつま
づくようになっ
た

ついには寝た
きり…

122009.7



介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

①
意
図
的
に
筋
力
を
つ
け
る
体
操
や
運

　

動
を
し
ま
し
ょ
う

②
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ロ
リ
ー
が
不
足
し

　

た
低
栄
養
の
状
態
に
な
る
と
、
体
の

　

老
化
が
加
速
し
、
抵
抗
力
が
低
下
し

　

て
病
気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

肉
、
魚
や
野
菜
な
ど
も
バ
ラ
ン
ス
よ

　

く
食
べ
ま
し
ょ
う

③
毎
日
の
お
口
の
手
入
れ
と
定
期
的
な

　

歯
科
受
診
で
、
お
口
の
健
康
を
守
り

　

ま
し
ょ
う

④
閉
じ
こ
も
り
は
、
寝
た
き
り
や
認
知

　

症
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
外
に
出
る

　

楽
し
み
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う

⑤
認
知
症
は
脳
の
障
害
に
よ
っ
て
お
こ

　

る
『
病
気
』
で
す
。
早
期
に
受
診
し

　

て
正
し
く
治
療
し
ま
し
ょ
う

⑥
う
つ
に
な
る
と
、
興
味
や
感
情
が
薄

　

れ
、
こ
れ
ま
で
楽
し
め
た
こ
と
が
楽

　

し
め
な
く
な
り
、
閉
じ
こ
も
り
を
招

　

き
ま
す
。
う
つ
の
症
状
に
早
め
に
気

　

付
き
、
専
門
医
な
ど
に
相
談
し
ま

　

し
ょ
う

⑦
足
の
手
入
れ
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

足
の
裏
や
指
、
爪
に
問
題
が
あ
る
と
、

　

体
を
動
か
す
の
が
お
っ
く
う
に
な
り

　

筋
力
の
低
下
や
寝
た
き
り
の
原
因
に

　

な
り
ま
す
。
適
切
な
治
療
、
毎
日
の

　

手
入
れ
、
自
分
に
合
っ
た
靴
選
び
な

　

ど
、
足
や
爪
を
い
た
わ
る
生
活
を
し

　

ま
し
ょ
う

都
城
市
で
は
次
の
よ
う
な
介
護
予
防
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す

【
生
活
機
能
評
価
】

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
６
月
か

ら
10
月
ま
で
医
療
機
関
で
生
活
機
能
評

価
（
健
診
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
足
腰
シ
ャ
キ
ッ
と
教
室
】

　

生
活
機
能
評
価
の
結
果
で
介
護
予
防

事
業
へ
の
参
加
が
必
要
な
人
を
対
象

に
、
足
腰
を
丈
夫
に
す
る
た
め
の
運
動

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳
教
室
】

　

楽
し
く
効
果
的
に
筋
力
を
つ
け
、
バ

ラ
ン
ス
力
を
高
め
る
た
め
の
『
お
茶
の

間
筋
ト
レ
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
健
康
相
談
や
健
康
教
育
】

　

地
域
や
団
体
か
ら
の
要
望
に
こ
た
え

て
、
健
康
相
談
や
健
康
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
、
介
護
保
険

事
業
の
安
定
的
な
運
営
に
役
立
ち
ま
す

　

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
場
合
は
、
自
己
負
担
分
以
外
の
費

用
（
介
護
給
付
費
）
は
介
護
保
険
料
や

税
金
な
ど
で
賄
わ
れ
ま
す
。
平
成
21
年

度
の
介
護
給
付
費
は
、
約
１
１
６
億
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
介
護
保
険

制
度
開
始
時
期
（
平
成
12
年
度
）
に
比

べ
約
１
・
５
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
介
護
予
防
に
努
め
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
や
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
状
態
を
悪
化
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
介
護
給
付
費
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
、
介
護
保
険
料
の
抑
制
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
介
護
保
険
事
業

の
安
定
し
た
運
営
に
役
立
ち
ま
す
。

介
護
や
福
祉
の
こ
と
は
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
い
い
の
・
・
・

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
市
が
設

置
し
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
運
営

を
委
託
し
て
い
る
高
齢
者
に
関
す
る
相

談
の
窓
口
で
す
。
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
が
福

祉
、
介
護
、
医
療
の
ほ
か
、
虐
待
や
認

知
症
な
ど
に
つ
い
て
直
接
相
談
に
応
じ

た
り
、
関
係
す
る
機
関
へ
の
橋
渡
し
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
時
は
、

各
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
く
だ
さ
い
。

姫
城･

中
郷
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
26-

８
３
３
９

妻
ヶ
丘･

小
松
原
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23-

９
７
１
２

五
十
市･

横
市
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
57-

６
７
６
７

祝
吉･

沖
水
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
26-

４
２
１
２

志
和
池･

庄
内･

西
岳
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
45-

４
１
８
０

山
之
口･

高
城
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
29-

１
６
８
２

山
田･

高
崎
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
45-

８
４
１
１

相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

近所に認知症のような人がいる。
どう接したらいいの？医療機関受
診を勧めたほうがいいの？

悪徳な商法にだまされ
たみたい。どう対処し

たらいいの。

介護や福祉のサービスを
受けたいけれど、どんな
手続きをすればいいの？
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～
市
内
で
工
場
な
ど
を
営
む
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ
～

ご
存
じ
で
す
か
？　

企
業
立
地
に
対
す
る
優
遇
措
置

企
業
立
地
促
進
の
た
め
の
優
遇
措
置

◦
製
造
業
な
ど
の
工
場　

　

投
下
資
本
が
２
、３
０
０
万
円
を
超

　

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
10
人
以
上

◦
流
通
施
設
な
ど

　

投
下
資
本
が
５
、０
０
０
万
円
を
超

　

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
10
人
以
上

◦
試
験
研
究
施
設
な
ど

　

投
下
資
本
が
２
、０
０
０
万
円
を
超

　

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

◦
観
光
施
設　

　

投
下
資
本
が
１
億
円
を
超
え
る
も
の
、

　

雇
用
増
加
15
人
以
上

◦
情
報
サ
ー
ビ
ス
施
設　

　

投
下
資
本
要
件
な
し
、
雇
用
増
加　

　

５
人
以
上

固
定
資
産
税
の
免
除　

３
年
間

雇
用
奨
励
金　

１
人
20
万
円
（
限
度
額

１
、０
０
０
万
円
）

用
地
取
得
補
助
金　

取
得
費
の
30
㌫

（
限
度
額
５
、０
０
０
万
円
）

関
連
施
設
整
備
補
助
金

事
業
費
の
50
㌫

（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

本
市
の
企
業
立
地
状
況

　

平
成
18
年
の
合
併
以
降
、
本
市
で
は

21
社
の
企
業
立
地
が
実
現
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
昨
年
は
大
規
模
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
含
む
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
進
出

が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
で
も

地
場
企
業
や
既
存
の
進
出
企
業
の
増
設

な
ど
に
よ
り
、
市
内
の
雇
用
機
会
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

優
遇
措
置
は
地
場
企
業
も
対
象

　

市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
ク
リ
ア
し

た
企
業
を
立
地
企
業
と
し
て
指
定
し
、

実
績
に
応
じ
て
税
の
免
除
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
支
援
制
度
は
、

企
業
の
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
こ
と
で

雇
用
を
拡
大
し
、
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
外

か
ら
の
進
出
企
業
だ
け
で
な
く
、
地
場

企
業
も
含
め
製
造
業
や
流
通
施
設
な
ど

を
対
象
に
支
援
し
ま
す
。

対　

象

利
便
性
の
良
い
工
業
団
地

　

現
在
、
市
で
は
３
つ
の
工
業
団
地
を

分
譲
中
で
す
。
す
べ
て
の
分
譲
地
が
国

道
10
号
か
ら
近
く
利
便
性
に
富
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
既
に
、
整
地
が
済
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
用
地
の
造
成
コ
ス
ト

も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
高
木
工
業
団
地
（
３
区
画
）

　

分
譲
面
積　

５
１
、３
６
１
平
方
㍍

②
第
２
高
城
工
業
団
地
（
１
区
画
）

　

分
譲
面
積　

１
９
、０
０
６
平
方
㍍

③
石
山
工
業
団
地
（
２
区
画
）

　

分
譲
面
積　

１
４
、８
７
６
平
方
㍍

支
援
の
内
容

市
で
は
、
雇
用
拡
大
と
産
業
振
興
に
よ
る
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
て
、
一
定
の
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
地
場
企
業
や

進
出
企
業
に
優
遇
措
置
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課　

☎
23-

２
７
５
３

142009.7



　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ

ボ
）
に
着
目
し
た
健
診
制
度
で
、
メ

タ
ボ
や
そ
の
予
備
群
の
人
に
そ
の
改

善
と
予
防
に
向
け
た
保
健
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
行

わ
れ
た
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
、
共

済
組
合
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
、
40

〜
74
歳
の
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
に

対
し
て
、
実
施
す
る
よ
う
に
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

　

こ
れ
ま
で
の
基
本
健
康
診
査
で

は
、
個
別
の
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
主
な
目
的
で
し
た
が
、
新

し
い
制
度
の
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
で
は
、
血
圧
・
血
糖
・
脂

質
な
ど
に
関
す
る
健
康
診
査
の
結
果

か
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
に

必
要
な
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
が
特
に
必
要
な
人

は
ど
ん
な
人
？

　

特
定
保
健
指
導
は
特
定
健
診
の
結

果
に
よ
り
次
の
よ
う
な
人
に
行
わ
れ

ま
す
。

　

腹
囲
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
肥
満
度
を
調

べ
、
さ
ら
に
血
糖
値
、
血
圧
、
脂
質

の
検
査
と
、
喫
煙
歴
の
有
無
な
ど
の

生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
問
診
の
結
果

に
よ
り
「
動
機
付
け
支
援
」、「
積
極

的
支
援
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
支
援

の
対
象
に
な
っ
た
人
に
は
、
健
康
課

か
ら
保
健
指
導
の
案
内
を
通
知
し
ま

す
。

動
機
付
け
支
援　

メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク

が
出
現
し
始
め
た
人
が
対
象
。
原
則

１
回
の
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
自

分
で
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

積
極
的
支
援　

メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が

重
な
っ
て
い
る
人
が
対
象
。
３
〜
６

カ
月
間
、
継
続
的
に
保
健
指
導
を
行

い
ま
す
。
健
診
の
判
定
改
善
の
た
め

に
、
実
践
で
き
る
目
標
を
自
分
で
選

択
し
、
そ
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
課

☎
23-

２
７
６
５

健 

康

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

　

現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
平

成
23
年
７
月
で
終
了
し
ま
す
。
そ
れ

ま
で
に
、
家
庭
の
テ
レ
ビ
を
「
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
」（
地
デ
ジ
）
対
応

に
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
テ
レ
ビ
と
ど
う
違
う
？

　

地
デ
ジ
は
、
画
質
の
精
細
さ
を
示

す
走
査
線
の
数
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に

比
べ
て
２
倍
以
上
あ
り
、
き
れ
い
な

映
像
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ

並
み
の
高
音
質
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
放

送
に
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
ニ
ュ
ー

ス
や
気
象
情
報
・
災
害
情
報
な
ど
生

活
に
役
立
つ
便
利
な
情
報
を
い
つ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
変
わ
る
？

　

テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
大

き
な
目
的
の
一
つ
に
電
波
の
有
効
利

用
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
携
帯
電
話

な
ど
、
電
波
の
使
い
道
が
増
え
た
た

め
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
ま
ま
で
は
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
が
足
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
余
裕
を
つ
く
り
、
空

い
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
、
今
後
新
た
な

通
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
、
有
効
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
デ
ジ
を
見
る
に
は
？

○
新
し
く
テ
レ
ビ
を
買
う
場
合
に
は

　
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
」
を
指

　

定
し
て
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
今
の
テ
レ
ビ
を
引
き
続
き
使
い
た

　

い
場
合
は
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル

　

チ
ュ
ー
ナ
ー
」
を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
い

　

る
場
合
は
、
ま
ず
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

　

レ
ビ
会
社
へ
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ

　

う
●
問
い
合
わ
せ

　

地
デ
ジ
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、

左
記
の
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

07-

０
１
０
１

☎
03-

４
３
３
４-

１
１
１
１

（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
）

暮
ら
し

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
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ポ
ー
ル
を
使
っ
て
全
身
運
動

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
ｉｎ
ご
ん
だ

　

10
月
に
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
レ
ク
宮
崎

を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
５
月
17
日
、
安
久
町

正
応
寺
地
区
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
in
ご
ん
だ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
競
技
は
ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
の

よ
う
な
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く
も
の

で
、
体
力
の
維
持
や
健
康
増
進
に
も
効

果
が
あ
る
全
身
運
動
。
市
内
外
か
ら
参

加
し
た
25
人
は
、
輿こ
だ
ま玉
神
社
や
六
ヶ
村

城
跡
展
望
台
を
経
由
す
る
４
・
５
㌔
の

コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

み
ま
し
た
。
圓ま
る
め目
美
保
さ
ん
（
宮
崎
市
）

は
「
ポ
ー
ル
を
使
う
と
楽
で
す
ね
。
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
」
と

流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
交
流

高
城
地
区
ふ
れ
あ
い
健
康
つ
く
り
大
会

　

39
回
目
と
な
る
高
城
地
区
ふ
れ
あ
い

健
康
つ
く
り
大
会
が
５
月
17
日
、
高
城

運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
や
体
力

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た
め
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
４
種
目
に
約

１
、２
０
０
人
が
参
加
。
選
手
代
表
の
松

尾
大
輔
さ
ん
（
高
城
町
大
井
手
）
が
「
ほ

か
の
地
区
の
代
表
選
手
と
の
触
れ
合
い

を
楽
し
み
た
い
」
と
選
手
宣
誓
。
選
手

た
ち
は
、
真
剣
な
プ
レ
ー
の
中
に
も
、

和
気
あ
い
あ
い
と
地
域
を
越
え
た
選
手

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
プ
レ
ー

高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

楽
し
み
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぼ

う
と
都
城
運
動
公
園
で
５
月
19
日
、
高

齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
29
回
目
と
な
る
今

年
は
、
64
歳
か
ら
95
歳
ま
で
の
市
内
の

高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員
１
４
１
人
が
出

場
。
参
加
者
た
ち
は
、
コ
ー
ト
内
に
設

置
さ
れ
た
横
断
歩
道
を
正
し
く
渡
ら
な

い
と
競
技
が
続
け
ら
れ
な
い
特
別
ル
ー

ル
に
従
っ
て
、
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
最
高
齢
の
末
永
エ
イ
さ
ん
（
高
城

町
四
家
）
は
「
最
近
、
高
齢
者
の
事
故

が
多
い
。
日
ご
ろ
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
無
事
故
で
暮
ら
し
て
い
き
た

い
」
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

大
き
な
感
動
と
喜
び
を
あ
り
が
と
う

都
城
市
市
民
栄
誉
賞
贈
呈
式

　

今
年
の
春
高
バ
レ
ー
で
県
勢
初
の
優

勝
を
果
た
し
た
都
城
工
業
高
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
市
民
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
、

５
月
23
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
賞
は
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
人
や
団
体
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
男
性
長
寿
世
界
一
だ
っ

た
故
田
鍋
友
時
さ
ん
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表
の
西
浦
達
吉
さ

ん
に
次
い
で
今
回
で
３
件
目
と
な
り
、

団
体
の
受
賞
は
初
め
て
。
贈
呈
を
受
け

た
鍋
倉
監
督
は
「
優
勝
で
き
た
の
は
皆

さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
。
ま
す
ま
す
練
習

に
励
み
、
２
回
目
の
優
勝
を
目
指
し
ま

す
」
と
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。
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モ
ン
ゴ
ル
を
体
験
！ 

体
感
！

ま
ー
る
ご
と
モ
ン
ゴ
ル

　

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ー
る
ご
と

モ
ン
ゴ
ル
」
が
５
月
21
日
か
ら
24
日
の

４
日
間
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ

ン
内
の
ゲ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な

移
動
式
住
居
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国

際
交
流
員
の
ツ
ェ
ン
デ
ス
レ
ン
さ
ん
が
母

国
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
初
め

て
企
画
。
モ
ン
ゴ
ル
の
紹
介
や
馬ば

頭と
う
き
ん琴

演
奏
、
デ
ー
ル
（
民
族
衣
装
）
試
着
体

験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

藤
井
風か
ざ
ね音

さ
ん
（
上
長
飯
小
１
年
）
は
、

「
モ
ン
ゴ
ル
の
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
紹
介
さ
れ
た
景
色
が
き
れ
い
で
し

た
」
と
モ
ン
ゴ
ル
の
澄
み
渡
っ
た
青
空

の
風
景
を
気
に
入
っ
た
よ
う
で
し
た
。

安
心
・
安
全
な
水
を
届
け
る
た
め
に

第
10
回
水
道
点
検
サ
ー
ビ
ス

　

６
月
１
日
か
ら
７
日
の
水
道
週
間
に

合
わ
せ
、
市
内
の
水
道
設
備
業
者
で
つ

く
る
都
城
管
工
事
協
同
組
合
の
組
合
員

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
宅
を
対
象
に
無

料
で
水
道
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
組
合

員
26
人
が
13
班
に
分
か
れ
、
事
前
に
申

し
込
み
の
あ
っ
た
62
世
帯
の
高
齢
者
宅

を
訪
問
。
蛇
口
か
ら
の
水
漏
れ
や
パ
ッ

キ
ン
の
点
検
の
ほ
か
、
水
道
器
具
の
使

い
方
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ト
イ
レ
か
ら
の
水
漏
れ
を
点
検
し
て
も

ら
っ
た
浜
崎
オ
マ
さ
ん
（
下
川
東
四
丁

目
）
は
「
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
プ
ロ
に
点
検
し
て
も
ら
え
て
一

安
心
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
歯
は
毎
日
の
手
入
れ
か
ら

お
口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

歯
や
口
の
中
の
健
康
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、
６
月
６
日
・

７
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
お

口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
虫
歯
予
防
を

呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
の
展
示

の
ほ
か
、フ
ッ
素
塗
布
や
石
こ
う
を
使
っ

た
立
体
手
形
づ
く
り
、
講
演
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
家
族
で
歯
の
無
料
相
談
に

参
加
し
た
東
川
竜
次
郎
さ
ん
（
早
鈴
町
）

は
「
普
段
か
ら
子
ど
も
の
歯
磨
き
に
は

気
を
付
け
て
い
る
が
、
自
分
自
身
の
歯

の
健
康
に
つ
い
て
も
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山
之
口
の
よ
か
と
こ
来
て
見
て
知
っ
て

第
７
回
手
づ
く
り
村
in
山
之
口

　

山
之
口
の
あ
じ
さ
い
公
園
で
６
月
５

日
か
ら
７
日
ま
で
、
手
づ
く
り
村
in
山

之
口
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
県

内
外
か
ら
陶
芸
や
木
工
、
染
色
な
ど
13

の
工
房
が
参
加
。
訪
れ
た
人
は
作
品
を

手
に
取
り
、
作
家
と
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
代
表
の
木
村
順
子
さ
ん

（
山
之
口
町
花
木
）
は
「
準
備
な
ど
大
変

で
す
が
、
山
之
口
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
体
が

続
く
限
り
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
21
種
、
約
２
万
本
の

ア
ジ
サ
イ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
園
内
で

は
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
散
策
し
た
り

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
初
夏
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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フ
ヂ
子
さ
ん
夫
妻
ら
の
献
身
的
な
お
世

話
の
お
か
げ
で
、
日
常
生
活
は
ほ
と
ん

ど
介
護
な
し
で
生
活
で
き
た
と
い
い
ま

す
。
毎
日
大
好
き
な
牛
乳
を
飲
み
、
日

記
を
付
け
る
こ
と
を
日
課
と
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
を
口
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
田

鍋
さ
ん
。１
１
３
歳
の
誕
生
日
に
は「
何

歳
ま
で
生
き
た
い
で
す
か
？
」
の
質
問

に
「
ま
だ
、
死
に
た
く
は
な
い
」
と
健

在
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
医
者
か
ら
も

１
２
０
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
と
太
鼓
判

を
押
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

突
然
の
訃
報
に
長
峯
市
長
は
「
田
鍋

さ
ん
の
訃
報
に
接
し
、
と
て
も
深
い
悲

し
み
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
田
鍋
さ
ん

の
元
気
な
お
姿
は
、『
長
寿
の
ま
ち
都

城
』
の
象
徴
で
あ
り
、
多
く
の
市
民
に

元
気
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
」
と
哀
悼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

世
界
一
の
長
寿
男
性
と
し
て
、
都
城

市
の
名
を
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中

に
広
め
る
の
に
貢
献
し
た
田
鍋
友
時
さ

ん
（
今
町
）
が
平
成
21
年
６
月
19
日
未

明
、慢
性
心
不
全
の
た
め
自
宅
で
死
去
。

１
１
３
歳
と
９
カ
月
の
生
涯
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

田
鍋
さ
ん
は
明
治
28
年
９
月
18
日
、

今
町
（
旧
五
十
市
村
）
に
生
ま
れ
、

五
十
市
村
役
場
・
都
城
市
役
所
で
土
木

技
師
と
し
て
勤
務
。
昭
和
４
年
に
結
婚

し
、
５
男
３
女
に
加
え
、
孫
25
人
、
ひ

孫
53
人
、
や
し
ゃ
ご
７
人
の
大
家
族
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
は
男
性
国
内
最
高
齢
、

翌
19
年
１
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ギ
ネ

ス
・
ワ
ー
ル
ド
・
レ
コ
ー
ズ
社
か
ら
男

性
長
寿
世
界
一
（
１
１
１
歳
と
１
２
８

日
）
に
認
定
さ
れ
、
同
年
９
月
に
は
、

元
気
に
過
ご
す
姿
が
市
民
の
模
範
と
な

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
都
城
市
初
の

市
民
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

晩
年
は
、
同
居
す
る
五
男
本も
と
お
り時
さ
ん

世
界
一
の
長
寿
男
性
と
し
て

　
　
　

長
寿
の
ま
ち
都
城
の
象
徴
で
あ
っ
た

田
鍋　

友と
も

時じ

さ
ん
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中
城　

正
一
さ
ん

都城高等学校

中
城　

正
一（
な
か
ぎ　

し
ょ
う
い
ち
）

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

30
年
以
上
勤
め
た
松
下
電
器
を
退

職
し
、
メ
ー
カ
ー
を
立
ち
上
げ
よ
う
と

決
断
。
起
業
し
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

私
の
会
社
「
株
式
会
社
ト
ラ
イ
ウ

イ
ン
」
の
経
営
理
念
は
常
に
感
謝
の

気
持
ち
を
持
ち
、
高
付
加
価
値
で
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
商

品
を
世
の
中
に
提
供
し
貢
献
す
る
こ

と
で
す
。

　

仕
事
柄
、
海
外
に
出
張
す
る
機
会

が
多
く
、
東
南
ア
ジ
ア
に
出
張
す
る

時
な
ど
、
南
九
州
の
上
空
を
通
過
し

ま
す
。
そ
の
時
必
ず
故
郷
都
城
を
思

い
出
し
ま
す
。

　

私
を
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親

の
こ
と
や
子
ど
も
の
こ
ろ
に
山
や
川

で
遊
ん
だ
友
達
の
こ
と
、
霧
島
山
の

す
そ
野
に
た
な
び
く
雲
、
風
の
匂
い
、

そ
し
て
草
木
の
匂
い
、
そ
ん
な
何
気

な
い
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
の

中
に
浮
か
ん
で
き
て
感
動
し
、
胸
が

熱
く
な
り
ま
す
。
や
は
り
、
帰
れ
る

故
郷
都
城
が
あ
る
か
ら
、
私
は
今
も

頑
張
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
起
業
家
に
な
る
前
か
ら
尊
敬

し
て
い
る
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
言
葉

に
「
青
春
と
は
、
心
の
若
さ
で
あ
る
。

信
念
と
希
望
に
溢
れ
勇
気
に
満
ち
て
、

日
に
新
た
な
活
動
を
続
け
る
限
り
、

青
春
は
永
遠
に
そ
の
人
の
も
の
で
あ

る
」
と
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
言

葉
を
胸
に
抱
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
起

業
家
と
し
て
、
そ
し
て
故
郷
都
城
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　

感
謝
、
感
謝
、
あ
り
が
と
う
都
城
。

昭
和
25
年
生
ま
れ
。
山
之
口
町
出
身
。

都
城
商
業
高
校
卒
。
株
式
会
社
ト
ラ
イ
ウ
イ
ン

社
長
。
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
の
自
動
車
用
品
を
開
発

し
、「
隠
れ
た
世
界
企
業
」
と
し
て
国
内
外
で

活
躍
中
。

【
故
郷
が
あ
る
か
ら
頑
張
れ
る

あ
り
が
と
う
都
城
】

　

都
城
高
校
は
、電
気
シ
ス
テ
ム
科
、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
介
護
科
、
文
理

科
、
普
通
科
の
５
学
科
10
コ
ー
ス
が

あ
る
総
合
高
校
で
す
。

　

各
学
科
と
も
「
資
格
は
力
な
り
」

を
合
言
葉
に
、
資
格
取
得
に
向
け

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
特
に
文
理

科
は
、
少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、

国
公
立
大
学
を
は
じ
め
全
員
が
進
学

し
、
毎
年
素
晴
ら
し
い
結
果
を
着
実

に
残
し
て
い
ま
す
。

　

都
城
高
校
卒
業
生
の
中
に
は
、

２
、０
０
０
本
安
打
を
達
成
し
県
民

栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
元
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
田
中
幸
雄
さ
ん
や

社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
サ
ン
ト
リ
ー
元
監

督
の
永
友
洋
司
さ
ん
、
元
大
リ
ー
グ

テ
キ
サ
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
の
福
盛
和

男
さ
ん
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
木
幡
雅

志
さ
ん
な
ど
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海

外
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
も
多
く
、

私
た
ち
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
学
園
創
立
50
周
年
と
い

う
節
目
の
年
で
す
。
50
年
と
い
う
歴

史
の
重
さ
を
念
頭
に
置
き
、
都
城
高

校
生
ら
し
く
誇
り
を
持
っ
て
記
念
事

業
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

学
校
法
人
久
保
学
園　

都
城
高
等
学
校

蓑
原
町
７
９
１
６
番
地

☎
23

−

２
４
７
７

「
愛
国
心
・
誠
意
・
見
識
・
気き

は
く魄

・
勤
労
」

都
城
高
等
学
校
生
徒
会

◎学校のシンボル
「校舎２号館の

タイルモザイク壁画」
学園の創立者の干

え と

支にちなん
でウサギが描かれており、生
徒たちが明るく元気に、そし
てさらなる飛躍を目指して欲
しいという願いが込められて
います。

19 Miyakonojo City Public Relations 2009.7

都
城
讃
歌



夏
休
み

親
と
子
の
大
淀
川
源
流
見
学
会

●
日
時　

７
月
31
日
㈮　

９
時
～
17
時

（
雨
天
中
止
）

●
内
容　

大
淀
川
源
流
見
学
、
水
生
生
物

調
査
、
簡
易
水
質
検
査

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

40
人　

※
先
着
順

●
準
備
す
る
も
の　

帽
子
、
雨
靴
、
タ
オ

ル
、
川
に
入
れ
る
服
装

※
参
加
費
無
料
。
昼
食
は
各
自
準
備

問　

７
月
17
日
㈮
ま
で
に
環
境
政
策
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
３
０

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
　
よ
こ
い
ち

　

霧
島
山
を
背
景
に
美
し
い
田
園
風
景
の

中
を
散
策
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
で

す
。

●
日
時　

８
月
２
日
㈰　

受
付
８
時
～

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
、
軽
食

含
）

●
集
合
場
所　

横
市
土
地
改
良
区
事
務
所

（
母
智
丘
桜
並
木
入
口
）

●
定
員　

１
０
０
人
程
度　

※
先
着
順

●
そ
の
他　

雨
天
時
は
当
日
判
断

　

７
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
農
村
整
備
課

　
　

☎
23

－

２
９
８
１

第
１
回
女
性
議
会
参
加
者

●
日
時　

10
月
９
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

市
議
会
議
場　

●
募
集
定
員　

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
当
選
者
に
は
８
月
７
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
連
絡
し
ま
す
）

●
応
募
要
件　

市
在
住
の
女
性
で
、
女
性

議
会
お
よ
び
、
最
低
１
回
の
勉
強
会
（
平

日
の
昼
間
）
に
参
加
で
き
る
人

　

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
質
問
の
要
点
を
記
入

し
て
ハ
ガ
キ
で
秘
書
広
報
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）　

☎
23

－

３
１
７
４

指
定
管
理
者

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
お
よ
び
中
央

地
区
立
体
自
動
車
駐
車
場
（
ウ
エ
ル
ネ
ス

パ
ー
キ
ン
グ
）
を
一
体
的
に
管
理
運
営
す

る
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
領
配
布
期
間　

７
月
14
日
㈫
～

８
月
４
日
㈫　

８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●
募
集
要
領
配
布
場
所　

市
役
所
東
館
５

階
中
心
市
街
地
活
性
化
室

※
郵
便
請
求
可
、
当
日
消
印
有
効
（
フ
ァ

　

ク
ス
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

【
現
地
説
明
会
】

●
日
時　

７
月
28
日
㈫　

13
時
～

　
　
　
　

８
月
11
日
㈫　

13
時
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

　

は
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　

中
心
市
街
地
活
性
化
室　

　
　

☎
23

－

２
０
１
１

推
薦
く
だ
さ
い

市
文
化
賞
受
賞
候
補
者

　

本
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、
特

に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た
本

市
出
身
者
、
在
住
者
、
縁
故
者
お
よ
び
本

市
に
所
在
す
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

●
部
門　

①
学
術　

②
芸
術　

③
技
術

④
社
会
教
育　

⑤
体
育　

⑥
文
化
功
労

問　

８
月
３
日
㈪
ま
で
に
生
活
文
化
課

お
よ
び
各
総
合
支
所
に
設
置
し
て
あ
る
所

定
の
用
紙
に
記
入
し
て
提
出
く
だ
さ
い

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

特
別
支
援
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
事
業

　

年
３
回（
８
月
に
２
回
、10
月
に
１
回
）、

１
回
２
時
間
程
度
、
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
18
歳
以
上
の
人
）
を
募
集

し
ま
す
。

問　

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
都
城
き
り

し
ま
支
援
学
校　

☎
25

－

１
８
７
８
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202009.7



ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

7
月
23
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室

　
　
　
　
（
エ
レ
ク
ト
ー
ン
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

原
爆
パ
ネ
ル
展

●
日
時　

７
月
25
日
㈯
～
８
月
24
日
㈪　

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

問　

総
務
課　

☎
23

－

２
１
１
７

夏
休
み
子
ど
も
映
写
会
（
無
料
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
、

名
作
本
な
ど
を
映
像
化
し
た
作
品
の
映
写

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

7
月
25
日
㈯　

10
時
～
12
時　

図
書
館
大
会
議
室

8
月
8
日
㈯　

10
時
～
12
時

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
研
修
室

問　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

　
　

☎
21

－

２
５
６
５

発
掘
調
査
っ
て
、
な
に
？

　
「
発
掘
調
査
」
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
展
示
で
す
。

●
日
時　

7
月
21
日
㈫
～　

９
時
～
17
時

休
館
日　

土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

●
場
所　

文
化
財
課
（
旧
職
業
安
定
所
）

問　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

夏
休
み
！　

盲
導
犬
わ
く
わ
く

塾
２
０
０
９
（
無
料
）　

●
日
時　

７
月
25
日
㈯　

９
時
～
12
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

小
中
高
生
30
人
（
先
着
順
）

※
親
子
や
大
人
だ
け
の
参
加
も
可

●
内
容　

盲
導
犬
啓
発
コ
ー
ナ
ー
、
視
覚

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
ほ
か

問　

７
月
21
日
㈫
ま
で
に
、
都
城
点
字

図
書
館　

☎
26

－

１
９
４
８

ふ
れ
あ
い
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

訪
問
事
業

●
訪
問
施
設　

国
立
療
養
所
星
塚
敬
愛
園

（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）

●
日
時　

８
月
19
日
㈬　

９
時
30
分　

●
集
合
場
所　

都
城
保
健
所

※
大
型
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
が
、現
地（
療

　

養
所
）
11
時
30
分
集
合
も
可
能

●
対
象　

小
学
生
親
子
、
中
高
校
生
、
一

般　

80
人　

※
先
着
順

　

７
月
15
日
㈬
ま
で
に
、
県
健
康
増
進

課　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
０
７
９

　
　

Fax
０
９
８
５

－

26

－

７
３
３
６

●
定
員　

20
人
（
15
歳
以
上
、高
校
生
可
）

※
先
着
順

●
受
講
料　

７
、４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
）
※
７
月
16
日
㈭
ま
で
に
納
付

●
会
場　

都
城
高
専
図
書
館
Ａ
Ｖ
Ｒ
室

【
衛
生
管
理
者
合
格
講
座
】

●
日
程　

７
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮
の
５
日

間　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

●
定
員　

20
人

●
受
講
料　

５
、４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
）
※
７
月
23
日
㈭
ま
で
に
納
付

●
会
場　

都
城
高
専
専
攻
科
棟
２
階

問　

都
城
高
専　

☎
47

－

１
３
０
６

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修

●
日
時　

第
１
回　

７
月
31
日
㈮
、
８
月

21
日
㈮　

第
２
回　

９
月
19
日
㈯
、
10
月

17
日
㈯　

10
時
～
12
時

※
第
１
回
、
２
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

●
会
場　

図
書
館
小
会
議
室

※
11
月
以
降
に
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

で
も
開
催
予
定

　

図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

離
乳
食
教
室

●
日
時　

８
月
７
日
㈮　

９
時
30
分
～

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
要
申
し
込
み

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

都
城
高
専
公
開
講
座

【
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
受
験
対
策
講
座
】

●
日
程　

７
月
21
日
㈫
～
８
月
３
日
㈪
の

10
日
間　

18
時
～
19
時
30
分　
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区
食
品
衛
生
協
会
で
販
売
し
て
い
ま
す

●
受
講
料　

９
、０
０
０
円

●
会
場　

都
城
保
健
所　

問　

都
城
地
区
食
品
衛
生
協
会　
　
　

　
　

☎
23

－

４
５
０
４

み
や
こ
ん
じ
ょ
エ
コ
達
人
講
座

　
「
水
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

講
演
会
の
後
に
、
浄
水
場
・
清
流
館
の
施

設
見
学
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
25
日
㈯　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

一
万
城
浄
水
場
・
清
流
館
（
予
定
）

●
対
象
・
定
員　

環
境
に
関
心
の
あ
る
人

20
人
程
度

　

７
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
環
境
政
策
課

　
　

☎
23

－

２
１
３
０

応
急
手
当
普
及
員
の
認
定
講
習

　

普
通
救
命
講
習
の
指
導
に
従
事
す
る
た

め
に
必
要
な
講
習
で
す
。

●
日
時　

８
月
11
日
㈫
、
12
日
㈬

13
日
㈭
の
３
日
間　

９
時
〜
16
時
45
分

●
場
所　

南
消
防
局　

屋
内
訓
練
場
１
階

●
対
象　

満
18
歳
以
上
で
都
城
市
、
三
股

町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

●
定
員　

10
人
程
度

●
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
３
、４
６
５
円

　

７
月
21
日
㈫
〜
24
日
㈮
ま
で
に
消
防

局
警
防
課　

☎
22

−

８
８
８
３

お
母
さ
ん
の
た
め
の
産
後
の
体
ケ
ア

　

腰
痛
・
肩
こ
り
予
防
体
操
、
お
っ
ぱ
い

の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
正
し
い
抱
き
方
な
ど

●
日
時　

７
月
24
日
㈮　

９
時
30
分
～

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

２
～
６
カ
月
の
乳
児
と
そ
の
家

族●
定
員　

20
人
（
要
申
し
込
み
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

都
城
市
勤
労
者
会
館　

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
主
催
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
場
所　

勤
労
者
会
館

【
心
の
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
】

●
日
時　

７
月
16
日
㈭
、
８
月
20
日
㈭
、

９
月
17
日
㈭　

18
時
～
18
時
55
分

19
時
～
19
時
55
分
、
20
時
～
20
時
55
分

●
定
員　

毎
回　

各
55
分
ご
と
に
１
人

【
爽さ
わ

や
か
人
生
設
計
講
座
】

●
日
時　

７
月
30
日
㈭　

18
時
～
20
時

●
定
員　

30
人

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
講
座
】

●
日
時　

９
月
３
日
㈭　

18
時
～
20
時

●
定
員　

30
人

【
簡
単
着
物
着
付
け
教
室
】

●
日
時　

９
月
６
日
㈰　

14
時
～
17
時

●
定
員　

10
人

【
写
真
教
室
】

●
日
時　

８
月
22
日
㈯　

14
時
～
16
時

●
定
員　

20
人

【
楽
し
い
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
作
り
方
】

●
日
時　

８
月
29
日
㈯　

14
時
～
16
時

※
は
さ
み
、
の
り
と
材
料
費
３
０
０
円
を

　

持
参
く
だ
さ
い

●
定
員　

20
人

【
美
味
し
い
お
茶
の
入
れ
方
教
室
】

●
日
時　

９
月
13
日
㈰　

14
時
～
16
時

●
定
員　

20
人

問　

勤
労
者
会
館　

　
　
　

☎
23

－

１
１
５
１

都
城
市
消
費
者
大
会

そ
れ
っ
て
ホ
ン
ト
に
大
丈
夫
？

　

～
悪
質
商
法
か
ら
財
産
を
守
る
～

●
日
時　

８
月
１
日
㈯　

13
時
30
分
～

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料　

無
料

問　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
２
１

調
理
従
事
者
講
習
会

●
日
程　

７
月
14
日
㈫
～
16
日
㈭　

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
持
参
す
る
も
の　

調
理
師
読
本
、
試
験

問
題
集
、
筆
記
用
具
、
弁
当

※
調
理
師
読
本
（
１
、５
７
５
円
）、
試
験

　

問
題
集
（
１
、３
０
０
円
）
は
都
城
地
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人
権
相
談

　

人
権
相
談
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
ご
と
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

７
／
16
㈬

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
和
池
地
区
公
民
館

●
時
間　

10
時
～
15
時

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－

０
４
９
０

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
程
・
場
所

７
／
22
㈬　

13
時
30
分
～
14
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

７
／
28
㈫　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

－
２
６
８
４

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

７
月
15
日
㈬　

18
時
～
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

９
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

－

３
２
４
０

行
政
相
談

●
日
時　

７
月
16
日
㈭　

９
時
～
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

７
月
21
日
㈫　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談　

７
月
28
日
㈫　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
、
面
接
相
談
は
事
前
の
予
約

　

が
必
要
で
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密
は

　

守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

(

市
役
所
東
館
２
階)

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る

電
話
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
専
用
電
話　

☎
36

－

０
７
４
０

　
（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

産
業
財
産
相
談
事
業

特
許
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
21
日
㈫

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23

－

２
７
５
３

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
18
日
㈯　

10
時
～
16
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

交
通
事
故
全
般
に
関
す
る
こ
と

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

カ
ル
タ
ス
（
中
村
）

　
　

☎
０
９
０

－

８
６
２
３

－

１
９
３
０

市
民
課
で
の
各
種
税
証
明
発
行

　

４
月
か
ら
各
種
税
証
明
の
発
行
を
市
民

課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
取
り
扱
う
各
種
税
証
明
書

①
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
所
得
課

税
証
明
書　

②
納
税
証
明
書
、
滞
納
の
な

い
証
明
書
、
軽
自
動
車
税
（
車
検
用
）
納

税
証
明
書　

③
資
産
証
明
書
、
土
地
家
屋

名
寄
台
帳
、
評
価
証
明
書
、
税
額
証
明
書

※
一
部
の
税
証
明
書
に
つ
い
て
は
市
民
課

　

で
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

問　

市
民
課　

☎
23

－

２
１
２
８
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●
内
容　

学
校
説
明
、
体
験
授
業
ほ
か

問　

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　
　

☎
38

－

４
８
１
２

【
都
城
文
化
服
装
専
門
学
校
】

●
日
時　

８
月
17
日
㈪
～
８
月
19
日
㈬　

　

10
時
～
12
時

●
内
容　

洋
裁
実
習
（
小
物
作
り
）
ほ
か

問　

都
城
文
化
服
装
専
門
学
校

　
　

☎
22

－

３
０
９
３

【
国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
附
属
看
護
学
校
】

●
日
時　

７
月
25
日
㈯
、
８
月
18
日
㈫
、

21
日
㈮
、
11
月
７
日
㈯　

13
時
30
分
～

●
内
容　

学
校
説
明
、
体
験
ほ
か

問　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
附
属
看
護

学
校　

☎
22

－

３
６
９
０

【
都
城
洋
香
看
護
専
門
学
校
】

●
日
時　

毎
週
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

８
時
～
16
時
30
分

※
８
月
は
日
曜
日
以
外
、
毎
日
開
催

●
内
容　

学
校
見
学
ほ
か

問　

都
城
洋
香
看
護
専
門
学
校

　
　

☎
52

－

６
９
２
１

【
都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校
】

●
日
時　

８
月
18
日
㈫　

10
時
～
13
時

●
内
容　

学
校
説
明
、
調
理
実
習
ほ
か

問　

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校　

　
　

☎
22

－

４
６
２
６

【
都
城
看
護
専
門
学
校
】

随
時
個
別
に
対
応　

問　

都
城
看
護
専
門
学
校

　
　

☎
22

－

０
７
１
１

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

●
日
時　

８
月
６
日
㈭　

受
付
９
時
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

※
10
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
各

家
庭
な
ど
で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

問　

福
祉
課　

☎ 

23

－

２
９
８
０

空
襲
犠
牲
者
追
悼
会

●
日
時　

８
月
５
日
㈬　

受
付
10
時
～

●
場
所　

神
柱
宮
西
側
公
園

問　

都
城
空
襲
犠
牲
者
遺
族
会　

　
　

☎ 

38

－

２
５
０
０

市
民
公
益
活
動
支
援
事
業

　

市
民
公
益
活
動
団
体
の
設
立
費
用
や
、

活
動
歴
１
年
未
満
の
団
体
が
自
ら
企
画
・

実
施
す
る
公
益
活
動
に
対
し
て
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

申
請
者
が
事
業
内
容
を
発
表
し
、
公
開

審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

●
補
助
金
額　

１
団
体
に
つ
き
事
業
費
の

９
割
（
上
限
10
万
円
）

　

７
月
24
日
㈮
ま
で
に
、中
央
公
民
館
、

各
地
区
公
民
館
、
各
総
合
支
所
に
置
い
て

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
ま
で

☎ 

23

－

７
１
４
６　

Fax 

21

－

３
０
３
４

com
m

unity@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

　

市
内
・
北
諸
県
郡
内
の
高
専
お
よ
び
専

門
・
専
修
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
学
校
説
明
会
お
よ
び
見
学
会
）
な
ど
の

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
必
ず
事
前
に

電
話
な
ど
で
連
絡
の
上
、参
加
く
だ
さ
い
。

【
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
】

●
日
時　

７
月
26
日
㈰
、
８
月
30
日
㈰
、

11
月
１
日
㈰　

11
時
～
16
時

●
内
容　

体
験
型
模
擬
授
業
ほ
か

問　

南
九
州
大
学　

☎
21

－

２
１
１
１

【
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
】

●
日
時　

７
月
30
日
㈭　

前
半　

８
時
30
分
～
12
時
40
分

後
半　

10
時
30
分
～
15
時
50
分

●
内
容　

学
校
説
明
、
実
習
ほ
か

問　

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校　

　
　

☎
47

－

１
１
３
４

【
都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
旧
都
城
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
福
祉
医
療
専
門
学
校
）】

●
日
時　

７
月
25
日
㈯
、
８
月
１
日
㈯
、

29
日
㈯
、
９
月
12
日
㈯
、
26
日
㈯
、
10
月

24
日
㈯
、
11
月
21
日
㈯
、
12
月
19
日
㈯
、

１
月
30
日
㈯
、３
月
27
日
㈯　
10
時
～
12
時

●
内
容　

学
校
説
明
、
体
験
授
業
ほ
か

問　

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　
　

☎
38

－

４
８
１
１

【
都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
】

●
日
時　

７
月
25
日
㈯
、
８
月
９
日
㈰
、

29
日
㈯
、
９
月
26
日
㈯
、
10
月
31
日
㈯
、

11
月
14
日
㈯
、
12
月
13
日
㈰
、
２
月
６
日

㈯
、
３
月
27
日
㈯　

10
時
～
12
時

242009.7



　

で
く
だ
さ
い
。体
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

　

で
き
る
だ
け
早
く
石
け
ん
で
洗
っ
て
く

　

だ
さ
い

②
ヘ
リ
が
近
く
を
飛
ん
で
い
る
と
き
は
、

　

家
・
車
な
ど
の
窓
を
閉
め
、
洗
濯
物
を

　

外
に
干
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

③
散
布
地
付
近
で
有
機
農
産
物
を
栽
培
し

　

て
い
る
人
は
、
都
城
地
区
農
業
共
済
組

　

合
☎
22

－

１
０
４
２
へ
連
絡
く
だ
さ
い

問　

都
城
地
区
無
人
ヘ
リ
防
除
協
議
会
事

務
局　

 

☎
22

－

１
０
４
２

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高

齢
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、
75

歳
以
上
の
人
（
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

～
74
歳
を
含
む
）
全
員
に
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
70
～
74
歳
の
人
全
員
に
７

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
証
に
は
、
前
年
の
所
得
な

ど
を
基
に
８
月
か
ら
の
病
院
な
ど
で
の
負

担
を
１
割
ま
た
は
３
割
と
記
載
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
判
定
で
３
割
負
担
に
な
り
、

前
年
の
収
入
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
人

に
は
、７
月
中
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
書
を
提
出
す
る
と
、
自
己
負
担
割
合

が
１
割
に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
期
限

内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

胃
・
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
に
同
等
の
が
ん
検
診
を

受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

乳
が
ん
検
診
は
７
月
15
日
㈬
か
ら
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
45
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人　
　

●
日
程
・
受
付
時
間

８
月
21
日
㈮　

８
時
～
10
時
30
分

横
市
地
区
公
民
館

８
月
27
日
㈭　

８
時
～
10
時
30
分

小
松
原
地
区
公
民
館

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
44
年
12
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
偶
数
年
生
ま
れ
の
女
性

（
昭
和
44
年
、
42
年
、
40
年
…
）

※
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

●
日
程
・
受
付
時
間

９
月
８
日
㈫
・
10
日
㈭　

９
時
～
16
時

高
崎
総
合
支
所

９
月
17
日
㈭　

９
時
～
16
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
月
18
日
㈮　

９
時
～
15
時

谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診　

９
０
０
円

乳
が
ん
検
診　

２
、０
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

　

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
保
険

　

証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種
検

　

診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示
す

　

れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

問　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

無
人
ヘ
リ
防
除
に
よ
る

農
作
物
農
薬
散
布
実
施

●
日
程

安　

久
７
月
21
日
㈫
、
29
日
㈬

８
月
22
日
㈯
、
30
日
㈰
、
９
月
21
日
㈪

山　

田
７
月
22
日
㈬
、
23
日
㈭

８
月
23
日
㈰
、
24
日
㈪
、
９
月
10
日
㈭

西　

岳
７
月
24
日
㈮
、
25
日
㈯

８
月
17
日
㈪
、
18
日
㈫

沖　

水
７
月
24
日
㈮
、
８
月
３
日
㈪
、
６
日
㈭

（
予
定
）

８
月
22
日
㈯
～
24
日
㈪
、
９
月
３
日
㈭
～

６
日
㈰
、
９
月
20
日
㈰
、
21
日
㈪
（
予
定
）

山
之
口
７
月
27
日
㈪
、
28
日
㈫

８
月
27
日
㈭
、
28
日
㈮

高　

城
７
月
28
日
㈫
、
８
月
３
日
㈪
、
４
日
㈫
、

27
日
㈭
、
９
月
２
日
㈬
、
３
日
㈭

梅　

北
７
月
29
日
㈬
、
８
月
30
日
㈰

姫　

城
７
月
30
日
㈭
、
８
月
31
日
㈪

五
十
市
７
月
30
日
㈭
、
８
月
31
日
㈪

祝　

吉
７
月
30
日
㈭
、
８
月
31
日
㈪

庄　

内
７
月
31
日
㈮
、
９
月
１
日
㈫

志
和
池
８
月
５
日
㈬
、
９
月
４
日
㈮

高　

崎
８
月
19
日
㈬
～
21
日
㈮

※
天
候
不
順
に
よ
っ
て
防
除
日
程
を
延

期
・
変
更
す
る
場
合
あ
り

●
散
布
時
間　

６
時
ご
ろ
～
17
時
ご
ろ

●
そ
の
他

①
薬
剤
散
布
は
１
筆
（
あ
ぜ
で
囲
ま
れ
た

　

１
つ
の
田
の
区
画
）
ご
と
に
行
い
ま
す

　

の
で
、
作
業
中
は
ヘ
リ
に
近
づ
か
な
い
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問　

都
城
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

☎
23

－

７
８
６
４

介
護
保
険
料
納
付
書
・
納
入
通
知
書

　

平
成
21
年
度
介
護
保
険
料
納
付
書
ま

た
は
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
７
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
期

は
７
月
31
日
㈮
で
す
の
で
、
期
日
ま
で

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
か
ら
差
し
引
き
に
な
る
人
に

は
、　

納
入
通
知
書
（
介
護
保
険
料
決

定
通　

知
書
）
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
を　

７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

●
便
利
な
口
座
振
替
の
利
用　

　

納
付
書
が
届
い
た
人
は
、
取
り
扱
い

金
融
機
関
で
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
振
替
開
始
は
申
込
月
の
翌
月

か
ら
で
す

※
年
金
差
し
引
き
の
人
は
、
口
座
振
替

　

の
手
続
き
を
し
て
も
年
金
差
し
引
き

　

が
優
先
し
ま
す

【
介
護
保
険
料
減
免
制
度
】

　

65
歳
以
上
で
収
入
が
少
な
い
人
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
介
護
保
険
料
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い

●
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
介
護
保
険
料
が
第
３
段
階　

②
世
帯

員
全
員
の
前
年
の
所
得
が
な
い　

③
世

帯
の
前
年
の
年
間
収
入
金
額
が
、
１
人

世
帯
の
場
合
80
万
円
以
下
（
世
帯
員
が

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
や
、
介
護
保
険

法
に
規
定
す
る
要
介
護
者
の
人
は
、
自

宅
で
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害　

１
級
・

２
級

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・

直
腸
・
小
腸
の
障
害　

１
級
・
３
級

免
疫
の
障
害　

１
級
・
２
級
・
３
級

戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹
の
障
害　

特
別
・
第
１
・

第
２
項
症

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・

直
腸
・
小
腸
の
障
害　

特
別
・
第
１
・

第
２
・
第
３
項
症

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分　

要
介
護
５

　

ま
た
、
次
の
い
ず
れ
か
の
障
が
い
に

該
当
す
る
人
は
、
投
票
に
関
す
る
記
載

を
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
て
い
る
代
理
記

載
人
（
選
挙
権
を
有
す
る
人
に
限
り
ま

す
）
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳

上
肢
障
害　

１
級
、
視
覚
障
害　

１
級

戦
傷
病
者
手
帳

上
肢
障
害　

特
別
・
第
１
・
第
２
項
症

視
覚
障
害　

特
別
・
第
１
・
第
２
項
症

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
は
、

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
人
増
え
る
ご
と
に
35
万
円
加
算
。
借

家
に
居
住
の
場
合
別
途
25
万
円
加
算
）

④
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な

い　

⑤
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に

し
て
い
な
い　

⑥
処
分
で
き
る
不
動
産

を
所
有
し
て
い
な
い　

⑦
世
帯
の
預
貯

金
が
１
６
０
万
円
以
下

●
減
免
額　

第
３
段
階
の
保
険
料
年
額

３
万
７
、８
０
０
円
を
第
２
段
階
相
当

の
年
額
２
万
５
、２
０
０
円
に
減
額

※
９
月
１
日
以
降
の
申
請
は
、
納
期
未

　

到
来
分
を
期
割
計
算
し
た
額
を
減
額

●
そ
の
他　

介
護
保
険
料
減
免
申
請
は

８
月
３
日
㈪
～
22
年
４
月
30
日
㈮
ま
で

に
手
続
き
が
必
要
で
す

問　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

各
種
認
定
証
の
更
新

①
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証　

②
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証　

③
国

民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証　

④

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
㈮
で
す
の
で
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。

●
対
象　

①
・
②
は
同
一
世
帯
で
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
（
擬
制
世
帯
主
含

む
）
全
員
の
平
成
21
年
度
市
民
税
が
非

課
税
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者　

③
は

①
・
②
以
外
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

④
は
同
一
世
帯
全
員
の
平
成
21
年
度
市

民
税
が
非
課
税
の
後
期
高
齢
者
医
療
加

入
者

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世

　

帯
は
、
②
・
③
の
手
続
き
が
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す

●
受
付　

８
月
３
日
㈪
～　

保
険
年
金

課
、
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
が
で
き
ま
す

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
・
②
・

③
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
現

在
お
持
ち
の
認
定
証
、
世
帯
主
の
印
鑑

④
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
、
被
保
険
者
本

人
の
印
鑑

※
ス
タ
ン
プ
式
印
鑑
は
不
可
。
代
理
手

　

続
き
の
場
合
は
、
運
転
免
許
証
な
ど

　

の
身
分
証
明
書
が
必
要

問　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

処
分
車
両
の
公
売
（
入
札
）

●
公
売
車
両　

①
グ
レ
ー
ダ
（
大

型
特
殊
・
平
成
12
年
式
・
サ
ー
ビ
ス

メ
ー
タ
ー
２
、３
９
３
HR
）
三
菱　

Ｍ
Ｇ
１
３
０
Ｅ　

最
低
売
払
価
格

１
３
６
万
５
、０
０
０
円　

②
ダ
ン
プ

（
小
型
貨
物
・
平
成
９
年
式
・
走
行
距

離
１
６
９
、０
０
０
㌔
）
い
す
　ゞ

２

㌧
ダ
ン
プ　

最
低
売
払
価
格
５
万
円

●
入
札
日
時
・
場
所　

７
月
17
日
㈮　

13
時
30
分　

市
役
所
東
館
６
階
入
札
室

※
印
鑑
と
筆
記
具
を
持
参
く
だ
さ
い

問　

契
約
課　

☎
23

－

２
６
６
９	
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00〜18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号

7/19
㈰

三嶋内科（内） 24-7171
ベデスダクリニック（内） 22-1700
政所医院（内・小） 58-2171
たかお浜田（外・内） 22-8818
江夏整形外科クリニック

（整・リウ・リハ） 51-1122

吹上耳鼻科（耳鼻） 21-4133
田中歯科医院 25-6677

7/20
㈪

城南病院（小・内） 26-3662
黒松病院（内） 38-1120
田中隆内科（内） 52-0301
マドコロ外科（外・胃・整） 22-0138
海老原記念（外） 22-2240
たき心療内科（心内・精・神内） 46-9191
土持歯科医院 25-8148

7/26
㈰

田中内科（内） 23-5872
いづみ内科（内） 22-7111
山田医院（内・小・リウ・アレ） 64-2816
仮屋外科（外・胃・内・肛門） 25-7712
寺本整形（整） 22-1171
西元眼科（眼） 25-8888
土持歯科クリニック 25-1515

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）で
確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局

７/19
㈰

そうごうたかお、高城、トロン
みまたさくら、友愛

７/20
㈪ さくら調剤都城、平江、わかば

７/26
㈰ きりしま、しびた、中原町

みやざき医療ナビ

関
之
尾
緑
の
村
プ
ー
ル

●
期
間　

７
月
17
日
㈮
～
８
月
31
日
㈪

期
間
中
は
無
休
で
営
業
（
台
風
、
雷
時

を
除
く
）

※
７
月
17
日
㈮
の
午
後
は
無
料
解
放

●
営
業
時
間　

９
時
～
16
時

●
入
場
料　

３
歳
以
上　

１
０
０
円

問　

関
之
尾
緑
の
村　

　
　

☎
37

－

２
９
２
９

ク
リ
ー
ン
な
選
挙
で明

る
い
社
会

　

政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な
関

係
を
保
ち
、
選
挙
や
政
治
の
腐
敗
を
防

止
す
る
た
め
に
、
都
城
市
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
で
は
「
贈
ら
な
い
、
求
め

な
い
、
受
け
取
ら
な
い
」
の
三
な
い
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１　

政
治
家
か
ら
の
寄
付
の
禁
止

　

選
挙
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
治

家
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付
を
す
る
こ

と
は
、
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
特
定

の
場
合
を
除
い
て
一
切
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ

ん
。

※
特
定
の
場
合
と
は
政
党
そ
の
他
の
政

　

治
団
体
ま
た
は
そ
の
支
部
に
対
す
る

　

寄
付
、
公
職
の
候
補
者
の
親
族
に
対

　

す
る
寄
付
、
公
職
の
候
補
者
が
も
っ

　

ぱ
ら
政
治
上
の
主
義
施
策
を
普
及
す

　

る
た
め
に
行
う
講
習
会
、
そ
の
他
の

　

政
治
教
育
の
た
め
の
集
会
に
関
し
必

　

要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補
償
で
す

※
禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
付
の
例

　

病
気
見
舞
い
、
祭
り
へ
の
寄
付
・
差

　

し
入
れ
、
地
域
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー

　

ツ
大
会
へ
の
飲
食
物
の
差
し
入
れ
、

　

結
婚
祝
い
・
香
典
（
政
治
家
本
人
が

　

自
ら
出
席
す
る
場
合
は
罰
則
適
用
な

　

し
）、
入
学
・
卒
業
祝
い
な
ど

２　

後
援
団
体
か
ら
の
寄
付
の
禁
止

　

政
治
家
の
後
援
団
体
が
行
う
寄
付

も
、
特
定
の
場
合
を
除
い
て
政
治
家
同

様
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　

政
治
家
の
関
係
会
社
・
団
体
か
ら

の
寄
付
の
禁
止

　

政
治
家
が
役
員
・
構
成
員
と
な
っ
て

い
る
会
社
や
団
体
が
、
政
治
家
の
名
前

を
表
示
し
て
行
う
寄
付
や
政
治
家
の
名

前
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
名
義
で
の
寄

付
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４　

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
年
賀
状

や
暑
中
見
舞
い
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ

つ
を
出
す
の
は
、「
答
礼
の
た
め
の
自

筆
に
よ
る
も
の
」
以
外
は
禁
止
で
す
。

問　

都
城
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

☎
23

－

７
８
６
４

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
え
び
の

●
日
時　

７
月
25
日
㈯　

18
時
30
分

●
会
場　

え
び
の
市
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
（
雨
天
時
は
え
び
の
市
文
化

セ
ン
タ
ー
）

問　

え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
８
４

－

35

－

２
２
６
８

小
林
市
す
き
納
涼
花
火
大
会

●
日
時
・
内
容　

７
月
19
日
㈰　

昼
の
部 

13
時
～　

夜
の
部 

18
時
～

花
火
打
ち
上
げ　

20
時
～
21
時

●
場
所　

本
庄
川
河
川
敷
河
川
プ
ー

ル
付
近

※
荒
天
の
場
合
は
７
月
25
日
㈯

問　

小
林
市
須
木
庁
舎
地
域
振
興
課

　
　

☎
０
９
８
４

－

48

－

３
１
１
１

環
霧
島

Inform
ation
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日
程

巡　

回　

場　

所

巡　

回　

時　

間

7/16
㈭

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
～
16
時
00
分

7/18
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
～
11
時
30
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

7/23
㈭

小
松
原
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

川
東
小
学
校

13
時
20
分
～
13
時
50
分

14
時
10
分
～
14
時
40
分

15
時
00
分
～
15
時
30
分

7/25
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
５
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
～
13
時
30
分

13
時
40
分
～
14
時
10
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

7/29
㈬

夏
尾
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

11
時
30
分
～
12
時
00
分

13
時
40
分
～
14
時
00
分

8/1
㈯

県
営
北
原
団
地

上
富
吉
地
区
体
育
館

一
万
城
南
部
自
治
公
民
館

10
時
50
分
～
11
時
20
分

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

8/8
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
～
11
時
30
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

移
動
図
書
館 

く
れ
よ
ん
号

巡
回
予
定

都城市立図書館
休館日：７月20日・21日・27日、８月３日・６日・10日 ／ 開館時間：9：30〜18：50
高城図書館
休館日：７月19日・20日・21日・28日、８月４日・11日／ 開館時間：9：30〜18：00

インフォメーション

読み聞かせの部屋（定員20人程度）

お話しの部屋“そら豆”
●絵本の読み聞かせ（未就学児の親子）
　７月23日㈭　11：00～11：30

本とお話の会
●日時 ８月８日㈯　14：30～
●内容 どろぼうのたからもの（インドの昔話）

●問い合わせ
　都城市立図書館　☎ 22-0239

高城図書館　　　☎ 58-4224

本の中に消えた「きんぎょ」
を追ってジェジェが旅した不
思議な世界。赤の色づかいが
印象的な本です。

百科事典や図書館を利用した
調べものの仕方やレポートの
書き方を分かりやすく解説。
夏休みの自由研究の参考に！

「絵本・子どもの本
総解説　第 7 版」
赤木かん子 （ 著 ）
自由国民社 （ 出版 ）

子どもに与えたい、読み聞か
せをしたい本を選ぶときの
ブックガイドの最新版。親し
みやすい文体の解説書です。

今月のおすすめの本

15
87

16

「調べ学習の基礎の基礎　だれでも
できる赤木かん子の魔法の図書館学」
赤木かん子 ( 著 )
ポプラ社 ( 出版 )

「きんぎょ」

ユ ・ テウン （ 作 ） 木坂涼 （ 訳 ）
セーラー出版 （ 出版 ）

かみもと千春の、うたのレッスン
技術ではなく、一人一人の心と向き合
う「うたのレッスン」。声を出すこと
が楽しくなる。
●日時：7月31日㈮ 19 時開演
（９月５日㈯、26日㈯も同内容で開催）

●会場：都城市総合文化ホール
●出演：かみもと千春
●定員：各回５名（高校生以上、申し込み多数の時は抽選）
●受講料：1,000 円
●問い合わせ：都城市総合文化ホール  ☎ 23-7140

●日時：7月18日㈯14時開演　入場無料
●場所：ウエルネス交流プラザ
●出演者
　藤川一幸（ウクレレ）
　倉田文子（フラダンス）
●問い合わせ
　ウエルネス交流プラザ
　☎ 26-7770

ラウンジコンサート
UKULELE＆HULA Summer 
Concert Aloha ～E komo mai!

大人のリフレッシュ講座「劇的サプリ」

移
動
図
書
館
く
れ
よ
ん
号
の
利
用
に
つ
い
て

　

く
れ
よ
ん
号
の
貸
出
カ
ー
ド
は
図
書
館
と
共

通
の
カ
ー
ド
で
、
図
書
館
と
合
わ
せ
て
１
人
に

つ
き
８
冊
ま
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
貸
し
出
し
期
間
は
次
回
の
く
れ
よ
ん
号
巡

回
ま
で
で
す
。

　

読
み
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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国際交流員
のひとりごと

　先月、高崎町で毎年行われているどろんこ
バレー大会に去年に続き今年も参加しました。
田植えする前の田んぼの中で真っ黒になりな
がらバレーボールをするなんてもろ楽しいで
す！　このスポーツを考え出した日本人に大
感謝です（笑）！　今年も外国人の５人の仲
間と一緒にチームを組んで出場しました。皆、
背が高くてバレーが好きだったので２試合と
も勝ちました！　その上、バレーの後に行われ
た「ビーチ・フラッグ」も勝ったのですごく
うれしかったです。去年は小学生の体操服と赤
白帽子の仮装をしたけど、今年はスナックの
ママ風（？）の服を着ていきました。皆でお
そろいの白いスカートと派手なシャツを着て
いたのでけっこう目立ちました。僕は来月オー
ストラリアに帰国するので、将来また都城に
来る機会があればぜひもう 1 回高崎のどろん
こバレー大会に参加させていただきたい〜！
都城の皆さん、３年間本当にありがとうござ
いました。いつまでも都城を愛しているよ☆

ティモシーさん
（オーストラリア）Vol.2

どろんこバレー It’s nice☆

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から
一部を紹介します。また、皆さんから寄せられたご意見
につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

わ
た

し
の

一
言

今
月

号
を

読
ん

で
の

感
想

・都城工業高校バレーボール部の全国優勝には
本当にびっくりしました。県立高校で優勝を
勝ち取ることは、すごいことだと思います。

　感動をありがとう。	 （早水町　A さん）

・災害の心配される季節がやってきました。昨
年は、台風の被害もなかったのですが、今年
はどうなるのでしょうか？　５月号の｢災害
への備え｣を読んで、万一の場合のために、
しっかりと準備しておきたいと思います。

		  （高崎町　ハムちゃん）

・高城町に生涯学習センターがオープンしまし
たが、私が入っている合唱団も、いつか演奏
会ができたらいいなと思います。

		  （野々美谷町　N さん）

・ 早水公園を散歩中に、延岡から来られた夫
婦と出会いました。その夫婦から「都城は良
い所ですね」との言葉をもらいました。アヤ
メの花を見ながら大変気持ちの良い一日でし
た。	 （下川東１丁目　シゲちゃん）

・５月号の「下水道に接続して美しい川を」を
読んでびっくりしました。大淀川の水質が九
州内の一級河川、26河川中21位とは。下水道
に接続して河川の浄化に取り組んでいかない

　といけませんね。	 （高城町　Ｎさん）



イベントカレンダー

7/16
〜8/15

※［　　］内は場所、問は問い合わせ先
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番
号
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−

ク
イ

ズ
の

答
え

①②③ フ
リ

ガ
ナ

氏
　

名

ペ
ン

ネ
ー

ム
ま

た
は

イ
ニ

シ
ャ

ル

※
記

入
が

な
い

場
合

は
、イ

ニ
シ

ャ
ル

で
表

示
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

住
　

所

８
８

５
８

５
５

５
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ST
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お
手

数
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す
が

5
0

円
切

手
を

お
張

り
く

だ
さ

い

広報クイズ
読者

プレゼント

施 設 案 内 ※7月16日〜8月15日の日程

都
城

市
役

所
 秘

書
広

報
課

 行
（

広
報

 都
城

 N
o.43 2009年

7月
号

）

Vol.43

読
ん
で
当
て
よ
う

知
っ
て
当
て
よ
う

７月 

18日㈯
18：00～

笛水夏祭り　［笛水小学校グラウンド］
問笛水中学校　☎62-4634

29日㈬
20：30～

科
し な が

長神社からくり仕掛花火　［科長神社］
問商業観光課　☎23-2615

８月

１日㈯
17：00～

お雪さんの盃流し　［関之尾緑の村］
問荘内商工会　☎37-0024

１日㈯
17：00～

たかお夏祭り
 ［陸上自衛隊都城駐屯地グラウンド］
問鷹尾地区商工振興会　☎23-0905

１日㈯
18：00～

高崎夏まつり
［高崎総合公園陸上競技場］
問高崎町商工会青年部　☎62-3131

１日㈯～
３日㈪

祇園祭　［八坂神社～神柱宮］
問上町祇園祭実行委員会　☎22-0561（水間）
中町祇園山車奉賛会　☎25-2500（大崎）

５日㈬～
７日㈮

みやこんじょ七夕まつり　［千日通り］
問みやこんじょ七夕まつり実行委員会
☎22-1772

８日㈯
17：30～

盆地まつり　［中央通り］
問盆地まつり実行委員会　☎25-1405

９日㈰
８：00～

都城ぼんち市　［東中町通り］
問都城商工会議所　☎23-0001

▪美術館（姫城町）	 ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）

入館料　無料
休館日　７月21日・27日、８月３日・10日
・夏休み企画〈入門〉 アートの疑問　何が見える？　何を見る？（７月３日～）

▪都城歴史資料館（都島町）	 ☎25-8011
開館時間　９：30～17:00（入館は16:30まで）　

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　７月21日・27日、８月３日・10日

▪高城郷土資料館（高城町）	 ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　７月21日・27日、８月３日・10日
・匠の技「上久保正信」企画展（７月28日～８月16日）

▪人形の館（山之口町）	 ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　７月21日・27日、８月３日・10日

▪たちばな天文台（高崎町）	 ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日９：30～17：00 

入館料　中学生以上300円　小学生100円
・土星の輪の消失を見よう（８月11日　19：00～20：00）
・日食観測に備えよう（７月18日・19日　14：00～）※教材費用（300円）
＊夏休み期間中は、休まず開館　月曜〜金曜12：00〜17：00
　　土曜・日曜９：00〜17：00　夜間は毎日19：00〜22：00

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町）	 ☎57-3713
開館時間　９：00～17:00

入館料　無料
休館日　７月21日・27日、８月３日・10日

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町）	 ☎58-6900  
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　７月21日・27日、８月３日・10日



市の提供番組紹介
世帯
人
人
人

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

都城市現住人口

夏を先取り　満開のヒマワリ
　英語で「サンフラワー」フランス語で「ソレイ
ユ（太陽）」とも呼ばれるヒマワリ。まさに夏の
太陽が最も似合う花です。今
年も庄内町の七牟礼幸二さん
の約１ヘクタールの畑では10
万本のヒマワリが太陽をいっ
ぱいに浴びて大輪の花を咲か
せました。
　一般にも開放された七牟礼さ
んの畑には、市内外から多くの
見物客が訪れ、一足早く夏のひ
とときを楽しんでいました。

　「親バカ」という言葉があります。子どもができるまで
は、自分がそのような親になるとは思っていなかったので
すが、今では自他共に認める「親バカ」となってしまいま
した。子育ては、思っていた以上に大変で、母の日、父の
日を迎え、あらためて自分を育ててくれた親に感謝を感じ
る日々。親は、こうして愛情を注いで育てているのに…「親
の心子知らず」とことわざにもあるように、そう遠くない
将来に「あっちいって」とか言われるのかな。（知）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30〜15：45
　市民参加型のラジオ番組を放送しています。
　出演については、秘書広報課（☎23−3174）

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
　9：49〜9：54、16：25〜16：30（再）
　市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
　毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
　（12：00〜13：00）でも、市政情報や市民活動の
　紹介などを放送しています

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■今後の放送予定
　７月21日〜31日
　「盆地まつり」
　８月１日〜10日
　「交流プラザ情報」
　８月11日〜20日
　「ウオーキングをしよう」

問
①
表
紙
で
紹
介
し
た
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
英
語
で

　
　
「
○
○
フ
ラ
ワ
ー
」（
本
㌻
参
照
）

問
②
市
の
予
算
で
あ
る
３
つ
の
会
計
は

　
　
「
○
○
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
」

問
③
夏
休
み
を
楽
し
む
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

　
　

ト
な
ど
を
紹
介
し
た
特
集
は

　
　
「
遊
び
と
○
○
の
ス
ス
メ
! !
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
や
７
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885

−

８
５
５
５　

市
役

所
秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

　

け
、
当
選
者
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の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

有
機
ら
っ
き
ょ
う
甘
酢
漬
け

　

２
０
０
㌘
×
３
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◎
商
品
取
扱
事
業
者

　

霧
島
食
品
工
業
（
安
久
町
）

　

☎
39

−

０
０
１
１

◎
応
募
締
切　

７
月
31
日
㈮　

当
日
消
印
有
効

◎
発
表　

本
紙
９
月
号

◎
５
月
号
当
選
者　

坂
元　

透
さ
ん（
下
川
東
２
丁
目
）

　

５
月
号
の｢

油
断
大
敵
！　

振
り
込
め
詐
欺｣

の
特

集
記
事
を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
私
も
携
帯
電
話
に

架
空
請
求
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
た
時
は
慌
て
ま
し
た
。

悪
質
な
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

平成21年６月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です。

盆地まつり

70,589
168,284
78,853
89,431

11
−28
−21
− 7

▪
５
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
39
通

◎
正
解　

①
生
涯　

②
都
城
工
業
高
校　

③
エ
ノ
キ
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